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ユー ク リ ッ ド幾何学を理解するためには, ユー ク リ ッ ド とい う人間の生活とか性格を知る

必要はない。 「キュー リー夫人伝」 はお も し ろいが, キュー リー夫人の科学における仕事を

理解するこ と とは無関係である。 ところが, 作家とか芸術家のしごとを研究するためには,

その作家, 芸術家の 「人間⊥を知るこ とは, おおいに参考になる し, と きには不可訣である。

これはマルク スを研究する場合に も, あてはまる。

おお ざっ ぱに云えば, マルクスの 「科学」 の研究は, マ ルクスの 「人間」 を知 らな く と も

可能であるが, マルクスの 「思想」 を研究するためには, その 「人間」 を知らねばならない。

しか もマルクスの場合には, その 「思想」 と 「科学」 とが密切にからま りあっている。 した

がってマルクスの 「科学」 を研究するためにも, マルクスの 「人間」 を研究するこ と, いい

かえれば, マルクスの言動 ( とその背後にある心理的動機) にたいして, 広義の「文学的な」

アプ ローチ を試みるこ とが不可訣である。

マルクスの 「人間」 を考察する と きに当然必要であるはずの冷静で公平な態度, これが,

とか く 困難 ら しい。 はじめから敵意のこ もった色眼鏡については云う必要はあるまい。 も う

ひとつの極端な態度, それはマルクス崇拝である。 マルクス神社, アバタ もエ クボ。 こ うな

る と, マ ル クスの性格的欠陥, 人間的な弱さ , これのマルクス 「思想」 への投影, といった

ものを, 指摘 した り推測した りするこ と も, 一種のタブー となる。 こ う い う態度をとる人は,

マルクスの 「科学」 を学んだつ も りで も, その根本にあるマルクスの 「批判精神」 について

は, 何ひとつ学んでいない。 マルクス読みのマルクス知らず, これはご く あ りふれた現象で

ある。

マルクス を研究するために, マルクスの 「人間」 を知る必要があるこ と, そのためにマル

クスの 「非神話化」 が必要であるこ と, これはスター リン批判以後, と く にア クチュアルな

意味を もちつづけている。 スター リンはダメ で, レーニンはよいのか。 レーニン もダメ で,

レーニンの毒をローザ ・ルクセンブルク (の大衆の自発性の評価と党内民主制) で中和せね

ばならぬのか。 中国とソ連はどち らが正 しいのか, どち ら もダメ なのか。 あるいは, マルク

スを始祖 とあお ぐ大小の政治集団が, それぞれ自己の 「正統性」 を誇称して, 他をバカかキ

チガイのよ うに, けなしている状景……。 こ う して, マルクス主義とは何か, マルクスとは

何か という問題が緊急の課題 となっている。

こういう課題にたいして, アルノルト・キュンツリの『カール・マルクス』 (196G年出版丿)
は有益なヒ ン ト をあたえる。 キュ ンツ リは膨大な資料を駆使して, マルクスの 「人間」 を再

構成 し, さ らにその 「思想」, 「科学」 へ と迫るのであるが, そのさ いに, 彼はフ ロイデ ィ ズ

ムを使用する。 ただ し, これにふ く まれている形而上学的 ・宗教的思弁の部分は, できるだ

け排除して, 「人間」 追求の方法 と して精神分析を使 う。

も う ひ とつ。 これによってマルクスの人間, 思想, 理論のゆがみ も示されるが, いわゆる

「西欧」 の現壮の社会体制を擁護す る こ とが 目的ではない, とキュ ンツ リは, わざわざ断
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本稿はキュ ンツ リの労作の紹介とい う機能をはた しつつ, い くつかの点においては, キュ

ンツ リの提供するデータ を筆者の関心にも とづ いて再構成したものである。 なお, キュ ンツ

リは精神分析の専門的用語を多用しているが, 筆者と しては, 精神分析の専門家からみて不

正確であろ う と も, で きるだけ 「常識的」 に納得できる線で叙述する。

で く だ さ い

その鋭さ も,

とこ ろで, マ ルクスはど う い う人柄であったか。 リープ クネヒ トの語る典型的なエ ピソー

ドがある。 「マルクスはチェ スをしていて形勢が悪いと, ごきげん斜めになり, 一局まけるた

びにハツあたりした」夕)ある晩リープクネヒトとチェスをしたが, 「その翌朝, 私か起きたば
かりのところに ドアがノ ッ クされ, はいってきたのぱレンヘン (マルクスの家政婦)だった。

『マルクス夫人のお願いなんですが, 晩にモール (マルスクのあだ名) とチェスをやらない

マルクスは敗ける と, くや し く て我慢 で きないので す』。 彼女の話では,

要するに, 常識的にみてマルクスはカドの多い, 炭iYの強い, イヤラシイ男でレエングル

この話はほほえましい。 わがままな殿さ まのヘボ将棋。 落語のタネにな りそうな話である。

キュ ンツ リはこの話をマルクス夫妻の間の波風のデー タ を示すついでに, 小さ く 引証 してい

るだけであるが, このエ ピソー ドはマルクスの人柄を照しだす重要なカギと見える。

このエ ピソー ドは何を示すか。 まずマルクスの子供っぽさ。 良 く いえば純真で可愛ら しい

のだが, 反面, 悪い意味での子供っぽさ, つまりわがままで, 自分勝手な, 自己中心主義。

そして感情の動きの未熟性。 こ ういう子供っぽさは, 実生活では, 金銭問題を含めての, 人

間関係に対処するさいの稚拙さ ( と冷たさ ) と, さ らにズボラにもつながっている。

つぎに示されるものは, 子供っぽさの故に露骨に発揮される負けずぎらい, 闘争好きであ

る。 これは破壊本能と, さ らには批判精神と密切につながっている。

マルクスの気嫌が悪 く て, あん ま り当 り散 ら したので, マルクス夫人もカンニン袋の緒が切

その誇張や歪みも

クスの 「人間」 と もつ きあわねばならぬ。 マルクスの 「思想」 の電圧の高さは

スと対照的である。 エ ングルスは敵からみても味方からみても, スカ ッ ドさわやかな性格で,

実生活的に もオ トナで, 実務で も論文で もテキパキと処理 し, しか も酒で も女性で も適度に

風流を解 し……といった調子である。 イヤラ シイ男とは, つ きあわぬに越したこ とはない。

しかしマルクスの 「科学」 と 「思想」 を尊重する もの, よ りよ く 見きわめたいものは, マル

その 「人間」 と切って も切れぬ関係にあるのだ。 したがってマルクス

の 「人間」 のイヤラ シサを非難するのが目的でないこ とは云 う まで もあるまい。 以下, マル

クスの人柄を, い くつかの側面から眺めて見よ う。

闘争的性格。 毒舌の名人というか悪口癖 というか, 口の悪いこ とで もマルクスは一流であ

る。 永年, 革命運動史上の諸人物を研 究し てきた E . H. カーに よる と 「マルクスは罵倒す

ることに病的な情熱をもっていた」夕)マルクスの毒舌は, 大量にのこされているエングルス
への手紙等にも, ふんだんにバラ まか れているが, 『 ドイツ ・ イデオロギー』, 『亡命者偉人

伝』, 『フ ォー ク ト氏』 等も毒舌の見本 といえる。 rドイ ツ ・ イデオロギーJに はエングルス

も関係しているが, この本はマルクス主義哲学の基本が明確に意識されたという点で, 歴史

的に重要ではあって も, そ う いう良い ところは量的にはわずかな もので, 読者 と しては毒舌

の行列で, うんざ りする。 マルクスの毒舌によってバカかキチガイのよ うに描きだされてい
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冒頭。 「ヨーロッパの社会民主主義者どもの, いわゆる中央委員会なるもの, これは実際に

はヨーl==。ツ妨全責万やじうまどもの委員会のひとつに過ぎないが, 何人かのこういう,⑦あ
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る諸人物が, じっ さいはバカで もキチガイで もないこ とは, マルクスに も読者に も分 りきっ

ている。 マルクスの毒舌による人物批評, 思想批評はマルクスのス トレス解消のためには役

立つたであろ うが, その人物, その思想の 「客観的な」 報告 と しては落第である。 マルクス

の毒舌はデモーニ ッ シュ である。 毒舌 という ものは平穏無事な人間関係に香辛料と しての効

能もあ り, たがいに毒舌をろ うするこ とによって親近感を再確認するこ となども, よ く ある

こ とだ。 だがマルクスの毒舌はそんななまやさ しいものでない。 そこには, 積 りに積った怨

念と怒 り, いろいろなコ ンプ レ ッ クス, 人間にたいする憎悪 と侮蔑, こ うい うにおいがつき

まとっている。 『亡命者偉人伝』 もひどいものだ。 亡命せざるをえないという こ とは, なま

やさ しいこ とではな く , それぞれのきびしい信念と行動かおるはずなのに, マルクスの毒舌

にかかる と, マルクス一派以外の反体制運動家は, たいてい虚栄心, 利己心などに駆 りたて

られて妄動 しているこ とになる。 これはマルクスの悪癖のひとつで4 マルクスを師と仰 ぐ現代

の反体制運動家のなかにも, こ ういう面でのマルクスの悪影響がある。 不必要な, グロテス

クな罵倒語によるレ ッテルば りで も, 同様である。 お師匠さ まの 「理論」 を学習するのは困

難だが, お師匠さまの悪い癖を見ならうのは容易なのだろう。 キュンツリが『亡命者偉人伝』

から選びだ した模範的な文章を眺めてみよう。 模範的- ただ し良い意味で, かつ悪い意味

で。 これは 「政治的宣伝」 の文章である。 その目的には十分以上に役立っている。 ペ ンは剣

とな り剣よ りも鋭どかった。 しかし, マルクスは, こ ういう亡命者の絶滅を慾したのかレこ

ういう亡命者が大英帝国の支配層やプロイセンの権力者よ り も憎かったのか。 少し長いが引

用する。

「われわれはここでロン ドン在住 『亡命者団』 にぶつかる。 すなわちフ ランクフル ト議会,

ベル リン国民議会 と下院の元議員たち, バーデン戦役の諸氏, ドイツ国憲法喜劇の巨人たち,

読者のいない文学者, 民主主義クラブや民主主義大会の大言家, 第 1 2流の新聞記者その

他の寄せ集めがそれである。

1848年の ドイツの偉人たちは, 『暴君』 の勝利が彼ら を安全な ところにおき, 外国へ追っ

ぱらい, 殉教者および聖者にしたとき, まさにみすぼら しい最後をとげよう とする ところで

あった。 反革命が彼らを救った。 大陸の政治の発展は, 彼らの多くの者をロン ドンに送 り,

こ う してロン ドンは彼らのヨーロ ッパ中心点になった。 事態がこ うであったから, これらの

世界解放者の存在を毎日あらためて公衆の記憶に呼び戻すためには, なにごとかが起こ らな

ければな らず, なにご とかをおこ なわなければな らなかっ たこ とは, 自明であった。 これら

の権力者の関与がな く と も世界史は進行する といった外観は, ぜひと も妨げなければならな

かった。 これら人間の屑が, 自己自身の無力のため, また現在の状況のために, なにか実際

的な こ と をおこな う こ とがで きなければで きないほど, それだけ彼らは熱心にあの無益なえ

せ活動をおこなわなければならなかった。 その想像上の行動, 想像上の諸党派, 想像上の闘

争, 想像上の利害が, 参加者によってひど くはでに吹聴されている。 彼らが現実に新 しい革

命を もたらすのに無力であればあるほど, それだけ多く彼らは心のなかで, 未来に起こ るか

も しれないこ とを割引し, あ らか じめ地位を分配し, 予想される権力亨有の楽しみにふけら

ざるをえないのである。 このもったいぶった活動性が現われて く る形態は, 偉人の相互保険

会社と将来の政府の地位の相互保障であるjと
マルクスの頭の良さ, 回転の早さが, その闘争癖, 攻撃性, 「破壊衝動」 と結合して蜀特

な文章がう まれる。 た とえば 『 L ・ A ・ ブ ラ ンキの乾杯の辞の ドイ ツ語訳へのまえがき』 の



われむべき人民欺隔者が, ヴ ィ リ ヒ , シ ャ ッパーその他の諸氏の司会で, ロ ン ドンで二月革
か ゞ ● ● ● ● ●

命1周年記念を祝った。感傷的な笙文句社会主義の代表者であるルイ ・プランは, 人民を裏
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二流の僣称者たちの

マルクスに接 した同時代人の提供す るデータ を見よ う。 まずアルノル ト ・ルーゲ。 マルク

ス とケンカ分れした, かつての親友は26才のマルクスについて書 く 。 「彼はいつ も何 らかの

憎悪に と りつかれていた。 そ して私の こ とが彼の頭に残っているかぎ り, 彼は私 を誹膀せず

には何もかけなかった首つぎにアウグスト・ベーベルとベルンシュタインのデータ。両者と
もに政治路線における 「偏向」 をマル クスから批判されて, 1880年ごろ, お説教を して もら

い (意見調整のため) にロン ドンのマ ルクスを訪問したのだが, このこ とによって, マルク

スにかんする世評 と個大的印象にかん してこのデータのもつ資料 と しての価値が減るわけで

はない。 ベーベルによる と, 「こ の と き私は, そのこ ろひど く意地悪の人間嫌いだ と, どこ

で も評判のわるかったマルクスが, どんなに情愛をこめてやさ し く 2人の孫たち とあそぶこ

とができるか, またこの孫たちがどんなに愛情をこめてお じいさんにすがりつ くかを見て,

じつに気持よくおどろいたのであったご引用の狙いは前半にある。ベルンシュタインによる
と, 「私か想像 していたのとはまった く 反対に, 彼は家長らし く落ち着いて練れた口調で話

を した。 私は, もちろん多く は敵対者たちの描いたところによ二づで, 相当気むずかし く , 非

常に神経質な老紳士 と近づきになるこ とだろ う と予想していたのだが√いま対面しているの
■ ,・ ・ 1 . ≒ ・. I I

は, その黒い瞳からは友情がほほえみかけ, その言葉には優しさ¥があぶれている白髪の大で

あ った。 2 , 3 日たっ て, マ ルクスが私の想像 とはまるで ちがう ていため で驚いた と, エ ン

グルスに告げる と, 彼は, 『さ あね, モールはい ま ごろ は も う カ ンカ ンに怒っているか も し

れないよ』 と言った。 私はまもな く それを見る機会を もつこ とになった。 だが, まちがった

断定をするこ とのないようにつけ く わえておきたいのだが, その立腹のたねとなっ たのは,

われわれが話題にして, 私か弁護しようとした, ある第三者の書物だったのである1)ベルン
シュ タ インにたいして示された愛憎の急変は, かつてブルーノ ・バウアーにたいして, アル
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この徒党に く わわった。 - 1

クソ, クソつたれ, クソ野郎という意味のシャイセ( Scheiβe) という単語はマルクスの口ぐせ

であるが, マルクスの毒舌には排泄物の香りさえもまじる。 『フ ォーク ト氏』 の若干の章はダンテ

からの引用で始められ, または締め く く られる。 マルクスは 「神曲」 を暗誦していたという。

それは結構だ。 しかし引用されるのは排泄物の話である。たとえば第 3章の終りの文章。「『硫

黄団』 から 『退職大臣』 にいたるまでのフォーク。卜のシュテ ィーバーふうの (秘密警察の) 経

歴物語全体を読めば, 彼がダンテのなかで言われている次のような種類の名歌手であるこ と

が判明する。》 Ed egli iv(ja fattodel cul trombetta 《( ゾンデ, 彼ハオシ リヲらっぱ二

シタ)夕)次の章の始まり。「さて, この『角のとれた人物』は(呑ミコンダモノヲくそトスル,
イヤラシイ袋》から, さらに何を引きだすのか首そして次の章の始まり。(私八男ヲミタレ
頭八うんこデベトベトテブ)マルクスはフォークト氏の頭にペダンティックな糞尿を注ぐので
ある。キュンツリの言うようにフランソワ・ヴィヨンも顔負けである尹
ところでチェ ホフの 『可愛しヽ しヽ女』 ではないが, マルクスの奥方イェ ニー ・マルクスも,

コ ミュニズム, ユダヤ嫌い (後述) だけではな く , 口の悪さでも亭主の感化を受けたらしい。

名門の娘, ト リールでいちばんのお嬢 さんが, 次のよ うなはしたない言葉使いをするよ うに

なるのだ。 た とえば1850年12月19日付 , エ ングルスへの手紙。 ( ……ゴロ ソヽキのシューベル

トは……呻略) ……とんまなナウトは……’・ (中略) ……下劣な一味に……」夕

切ったもう 1人の裏切者であるル ドルユ= ロランにたいする陰謀から,



ノ ル ト ・ルー ゲにたい して示された。 プ ロレタ リア を神化 してお きながら, 突然, そのプ ロ

レタリアに侮蔑の言葉を投げつけたりもするご)こういう感情の急変, ヒステリックな怒り方,
アンビバレ ン トな言動をキュ ンツ リはローベル ト ・バイスの専門語を使いながら精神分析的

に解明しているが, これは省略するjB要するにマルクスじいさんは, 世評では, あつかいに
く いイ ジワル ヒいさんであった。 そ して, この世評は, たんなる中傷ではなかった。 「いつ

も何らかの憎悪にと りつかれている」 青年からイジワルじいさんまでの中間に 『亡命者偉人伝』

等を置いてみれば, マルクスの褐特の闘争的性格は一目瞭然であろ う。

闘争的性格 を示す別の面からのデータ もある。 マルクスの著作を概観すれば, す ぐに分る

こ とだが, 客観的な理論的な著作では, ひどい遅筆であり, たいてい未完成の トルソを残し

ているよ反対に他人を批判 し攻撃する論文 となる と不思議にはかどるのだ。 キュ シツ リによ
⑩

れば, 「学位 論文がイェ ナ大学に提出される程度に書きあげられるまでの何という大骨折り。

しか もこの論文は断片のままであった。 ルーゲの 『アネク ドー タ』 のために書いたキリス ト

教芸術にかんする大部の論文は未完成のまま放置され, 印刷 されなかった。 1844年の 『経済

学哲学手稿』 も同じ。 『政治経済学批判』 も未完成で, 15年の後に第 1書だけが印刷された。

『賃労働と資本』 も未完成で, 一部分だけが印刷された。 『フ ラ ンスにおける階級闘争』 も

同じ。 『資本論』 も同じ…… (中略) ……U宛も足もないギ リシャの トルソのようなもので,

大な り小な¥り専門的な熟練者, 研究家, 愛好家によって組み立て られる。 マルクスが完成し

て残したものは, 『聖家族』, 『 ドイツ ・ イデオロギー』, 『亡命偉人伝』, 『フ ォー ク ト氏』 のよう

な本質的に論争的なものか, または 『哲学の貧困』 , 『ルイ ・ナポレオンのブ リュ メール18

日』, 『コー ダ綱領批判』 のように, 同時代の人間や事件にたいする, より短い, なかば論争的

な対決であ るか, または 『共産党宣言』 のよ うに, 直接の働きかけが目的で, 科学性を求め
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哲学的経済学的政治的な根本思想は, 体系的または歴史的な叙述の形ではな く , まず
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そ

書店 と交渉 して, 1845年 2月には出版契約が結ばれ, マルクスは1500フ ランの前渡金を受け

とる。 史的唯物論の書, これはマルクスにとって 「天命」 と もい うべき事業であり, 何をお

いても書きあげるべきであった。 しかもパリ生活の経済的裏づけであったはずのルーゲと共

同の 『掲仏評論』 が行きづまって, マルクスは生活費に困っていたから, 彼は経済的理由か

ら も, 執筆に努力すべきだった。 それなのに, この本は結局, 書きあげられず, 彼の死後50

年 た っ てか ら 『経済学哲学手稿』 の第三手稿 と して断片のまま出版されるこ とになる。 そ

の主たる原因は彼の闘争癖である。 まずルーゲ攻撃。 パ リの亡命 卜≒イツ人の小さな雑誌 『フ

ォールヴェ ルツ』 に, シュ レージエ ンの織物工の蜂起を論 じたルーゲの小論文が載った。 そ

のい く つかの論点がマルクスの頭に きた。フレーゲをやっつける絶好のチ ャ ンス。 『 「プ ロイセ

ン王 と社会改革。 あるプロイセン人による」 とい う論文への批判的注釈』 がで きた。 は しぬ

て革命の理論が打ち だ さ れ た この16頁の論文は, じつにす らす ら と完成された。 論争の書,

つま り論敵 にたいする破壊衝動によって推進される仕事は, 容易に完成される。 「そして彼の

なし哉4動的な著作とパンフレットである1
「秤芸」 的な論文のときの遅筆と未完成の原因はマルクスが, あまりにも完壁を求めたせいでも

あるがク彼が闘争癖によって駆り立てられて, 主目標でないことがらのために時間とエネルギーを
浪費したこ と も見のがせない。 後者の例を示そう。 1844年マルクスの頭に, 後年エングルスが史的

唯物論と名づけた思想の輪郭ができた。 彼はこの思想を 1冊の本にまとめよう とした。 これをきい

たエングルスは喜んで, 早く書け, 少々の欠点なんか構わない, とにか く発表するこ とが肝腎

だとせきたてた夕しかし執筆は進まない。その間にエングルスはダルムシュタットのレスケ



みじかい断片と して, 論争の毒矢に く く りつけられて発表されたのであ
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つぎにマルクスの子供っぼさ。 子供の無邪気とか天真爛漫を裏からみると, 子供のわがま

ま, 自分勝手, 自己中心主義, したがって, 自己以外の人間にたいする思いやりの無さ, つ

ま り心の冷たさ (感情の未発達) になる。 さ らに実生活の処理にかんして, 投げや りなこ と
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このルーゲ攻撃は, 時間の浪費という点では, 大したことはなかった。つぎはバウアー批判。か

つての親友, 3年前マルクスをボン大学に就職させよう としたバウアーは, 『アルゲマイネ ・ リテ

ラ トゥール・ツァイ トゥング』 を出していた。 影響力のない小 さな新聞で, 1年もたたないうち

に1844年10月につぶれた。 つぶれる 1箇月前, エ ングルスはパ リでマルクスからこの新聞を

批判する計画をきいた。 エングルスも同意して, さ っそ く 16頁ばか りで書きおわった。 エ ン

グルスはマルクスといっ し ょに小さなパンフ レ ッ ト を作るつ も りだった。 エングルスが故郷

のバルメ ンへ行き, マ ルクスへ早 く経済学の木を完成せ よ と忠告 し よう と していたところに,

マルクスから手紙がきた。 エ ングルスはあきれた。 マルクスはバウアー批判に夢中になって

いたのだ。 「革命理論 を も りこんだ経済学」 の本など, ほったらかして彼は攻撃の喜びに陶

酔していたのだ。 エングルスの16頁にマルクスの200頁以上 を加えて 『聖家族, または批判

的批判の批判』 力fで きた。 エングルスは不愉映だった, こんな小敵にたいして, こんな巨大

な力の浪費。 しか七, マルクスは闘争癖によって無我夢中で駆 りたてられたのであって, 何

と もしかたがなかった。 内容は大部分が愚劣な些事で, マルクスの 「思想」 と 「科学」 は,

と こ ろ どこ ろに散在しているだけである。 しか し皮肉に も, この本はマルクスとエ ングルス

との処女著作となって1845年 2月, フ ラ ンクフル ト ・アム ・マ インから出版され, 1000フ ラ

ンの稿料が渡された。 だがパ リから追放されてブ リュ ッ セルに移ってからも, マルクスの経

済学の本はほかどらず, 1846年には, あちこちから金策してレスケ書店に前渡し金1500フ ラ

ンを返す破目になった。 これは金だけの問題ではなかった。マルクスは知人にたいして, この

本が完成しているかのごと く思わせていたのである。 た とえば出版契約破棄の直前のアネンコ

フヘの手紙。 「私はこの手紙 といっ し ょ に経済学にかんする私の本を, あなたに送 りたかっ

た。 しかし, いままでのところ, この本を印刷させることができなかった翌マルクスはヌケ

ヌ ヶ と ウ ソ をつ いている。

さて, つ ぎは 『 ドイツ ・ イデ`オロギー』。ヘーゲル左派を束に しての大闘争, し たがっ て

『聖家族』 よ り も更に論争的で更に読みに く い。 しかし 「以前の哲学的良心と手を切 り」 ,

「自己了解」 をする目的ははたした , かつ, 闘争癖のス トレス解消には, 一時的にせよ役立

っ た。 つぎはプルー ドン批判の 『哲学の貧困』。 キュ ンツ リによれば 「論争性はよ り少な く,

理論的な中味はずっ と多い。 この本ではマルクスは稿料を貰う どころか, 逆に印刷費を出さ

ねばならなかったJjDエングルスがせきたてたマルクスの経済学の本は, 内容的には, こう
い う論争の本のあちこちに, 断片的に流れこんだわけであるが, まとまった本と しては, け

っ きょ く お流れになって しまったのである。 未完成の原因は彼の闘争癖であるが, これに く

わえてブ リュ ッセルでの政治活動の多忙も考えるべきだろ う。 「労働者通信委員会」, 「 ドイ

ツ労働者協会」, 「義人同盟」 (その一部分が 「共産主義者同盟」へ発展的解消) ならびに『新

ライン新聞』 等の2月革命にともなう活動があった。 この政治活動に多大の時間とエネルギーを捧

げたことはたしかである。 しかしキュンツ リの提出する小さな疑問にも耳をかたむけないわけには
eI ・ ■

ゆかないだろう。 経済学の本をかく こ と, プロレタ リア解放のための, 世界を変革するため

の理論的武器を打ちだすこと, これも重要な実践活動ではないのか, とご)

の後 も 多 く は
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にもつながる。 マルクスのこ ういう性癖を しめすデー タ を並べてみよ う。

マルクスは悪筆であった。 キュ ンツ リによると, 悪筆は自己中心主義的性格のあらわれで

ある。 大学生になったばか りのマルクスにたいして, 父親が, その筆不精をた しなめた手紙
⑩

のなかで, お前の字は 「苦心しないと読めない」 とこぼしている。悪筆は一生つづいたらしい。 妻

のイェニー・マルクスは亭主の原稿の大部分列青書せねばならなかった了)またロンドンでの窮乏時
代, オランダにいるいとこの弁護士アウグス ト ・フ イ リプスの世話で, 鉄道に就職 しよう と した

こ とがある。 パンのための就職, こ う い う こ とにマルクスが乗 り気になったのは一生に 1度

のこ とであるが, クーゲルマンヘの手紙。 「私は 『実際家』 ( Praktiker) になる決心さえし

た。 そ して来年の始めには, ある鉄道の事務所にはいる予定だった。 幸か不幸か知らないが,

私の悪筆が, 私の就職できなかった原因だった」グ)またマルクスの死後, 『資本論』 の第2
巻と第3巻 とを, マルクスの集めた材料を使ってエングルスが書き進めてゆ く , その苦労を
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かも ト リールからボンベの旅は当時と しては大仕事だった
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し

もら したベーベルへの手紙の一節。 「そのさ いに, ま った く私だけに しか

ないと一 読めない筆蹟」夕)
それ も苦心 し

はじめて親 も とをはなれてボンの大学へ行ったマルクスへ, 父の最初の手紙。「……お前が

去ってから 3週間以上すぎた。 それなのにお前から何の便 り もない。 お前は母が苦労性なの

を知っているはずなのに, この途方もない投げや りぶり。 お前は多くの良い性質をもってい

るのだが, それにもかかわらず, お前の心の中ではエゴイズムが優勢なのではないかという

私の心配が, 残念ながら裏づけられるこ とになる。 母はこの手紙のこ とを何も知らない。 私

は彼女の心配をふやしたくないのだ。しかしくりかえすが, お前は無責任だった昔近親者に
たいする責任感の弱さ, ひとの身になって考えてや り感じてやる思いや りの無さ, この性癖

からマルクスは一生のがれられなかった。 べつの手紙で父はか く 。 「お前は近親者の幸福を

ふやそ う とい う気があるのかエ

イズムにとらえられている, という想いを捨てきれない」グ)キュンツリによると, 父親のい
うエゴイズムとは, いわゆるエゴイズムの意味ならびに, エ ゴ ・セン ト リズム ( 自己中心主

義) という意味であり, ある程度の自己中心的態度は青年期ならば必然的であるが, マルク

スの場合には, ど う もひどすぎる。 キュ ンツ リによる と 「父母を永遠に心から愛している と

称しながら, しか も母親の苦労性を知っていながら, しか も始めて他郷に行きながら

その息子が 1箇月近 く も便 りを

出さないとは普通とはいえないのではないか」ぎ1835年の父の手紙には, 「私たちがお前の宛名
をはっきり知らないとは変ではないか」汗それから, ちょうど2年たっても同じよナな手紙ご)
ひどい筆不精, 家族 と心を通わせよう と も しない心の冷たさ, キュ ンツ リはこ ういうマルク。

ス像の背後に, マルクスの 「内心の地獄」, 分裂 し た心情 を想定するのだが, それは後廻 し

にして, 引用を続けよう。 ついでに書けば, こ ういう手紙は大月版マル ・エン全集 (束猫の

ディーツ版による) にはな く て, モスクワ版の全集 (MEGA) にある。 べつの手紙からの引

用。 「 2 , 3 箇月も手紙を く れないこ と も 1度や 2度ではない。 しかもこんどは, エ ド ゥア

ル ト ( カールの弟) が病気で, 母が苦労してお り, 私 も不調であるこ とをお前は知っている

はずなあに, しかもベルリンではコレラがはやっているというのに」ツ「私たちは, まともな
文通の楽しみを一度も味っていない。 ……私たちは手紙の返事を受けとったこ とがない。 お

前の手紙は, お前のその前の手紙とも私たちの手紙とも何のつながりもない」具こんどは母
の手紙。 「あなたのきょ うだいがこぼ している こ と も私は書き く わえねばな りません。 あな

たの手紙をみて も, あなたに き ょ うだいがある とは誰に も分 らぬで し ょ う 。 きだてのよいソ
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フ ィー ( カールの姉) は, あなたとイェニー (後のマルクス夫人) のために, あれほど心配

し, あんなにあなたのために尽 く しているのに, あなたは彼女を必要 とする と き しか彼女の

ことを思いださないのです」夕このころの父母の手紙によると, 父は, 死にかかっているエ
ドゥアル トに 1度 も手紙をや らないと叱っている し, 母は, 同じ く 弟のヘルマンに も 2, 3

行でよいから書いてやって くれ と頼んでいる。 まった く呆れるばか りに自己中心的で冷たい

男である。 ただ し, 家族内の愛情を盲 目的に賛美する立場から, マルクスの態度を非難する

のはどうであろ うか。 現在のよ うに核家族化か進行 していない頃の日本の家族はどう であっ

たか。 お しつけがましい愛情 というか, おせっかいの焼きあい というか, 愛憎のか らま り合

った濃密な人間関係, これもあま り̄感心できない。 「自我の確立」 の邪魔にもなろ う。 た と

えば伊藤整の言う ように小説家は逃亡奴隷と して家族制度と家族感情との重圧から逃げたの

である。 ある程度の合理化, 冷たさは必要かも しれない。 だが, とにか くマルクスの自己中

心的態度は異常である。 と く に姉のゾフ ィーを, 必要な ときだけ思いだすことが興味をひく。

父親にたいしても, 筆不精のマルクスが急に筆まめになるのは金が入用なときであった夕)ま
た, オランダの親戚のフ ィ リヅプス一家にたいして, マルクスは, 父母の遺産管理者ならび

に金づる と してだけでな く , 真実の親愛感をー マルクスに とって例外的に一 抱いていて

文通も多かったのであるが, エングルスが毎年かならず350ポン ド くれるこ とになって, 金の心

配が解消する と, ブルーメ ンベルクがマルクス とフ ィ リ ップス一家との関係を綿密に調べた

のち書いているよ うに, 「それ以後, 私たちはほんの時たまにしか, この関係について聞かな

異なった文化のなかに住むわれわれは, この手紙を評価する資格に乏しい。大げさなセ リフや身,

ぶ りなども, かならずしも不自然でないこ とを, われわれは外国映画などで知っている。 キュ ンツ

リの批評をきこう。 「父親は, あんのじょ う, 心のつながりと永遠の愛どの, ごの極端な√そらぞ

らしい宣誓にたいして, まったく不機嫌な (sauer), 背1号といってもよいような反応をしめした。

この驚愕はどうみても当然である。 なぜなら, 父親あての手紙の中で, ただ一通だけ残っているこ

の手紙は, その感情の高まりの不自然さによって, 彼には本当の感情が欠乏しているこ とを証明し,

彼の心的素質の中で下位の役割りしか演じていない彼め感情が未発達であり, ある意味では劣

等のままであるこ とを証明している。 劣等な感情は劣等感を生みだす。 じぶんの感情の質に

おいて足りないところを, マルクスはこの手紙の中で無意識のう ちに, 量とダイナ ミ ッ クさ

とで代用しようとした。だが心的なものの場合には, 量は質へ転化できないのであるこ
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こ ういう 自己中心主義, 思いや りの無さ, 人間的な温かさの欠乏, 愛情のなさはマルクス

の 「感情」 の発育不良によるものではなかろうか。 こ ういう疑問に答えるデータを拾ってみ

よ う。 まずマルクスのベルリン時代の手紙。 「……しか し私の大切な最善の父上, こ ういう

すべてのこ とを, じかにあなたと話しあえる とよいのですが。 エ ドゥアル トの状態, ママの

心配, あなたのおからだの不調, これがあま りひど く なければよいのですが。 こ う い う こ と

を考える と, あなたのとこ ろへ飛んで行きたい気持, 是が非で もそ うせねばな らぬ とい う気

持にな りました。 大切な父上, ……この手紙を……優しいお母さん (Engelsmutter) に見せ

ないようにお願いし ます。 たぶん私か不意に到着するほうが, あの偉大な りっぱな女性を元

気づけるこ とになるでし ょ う 。 ……あなた と と もに苦 しみ, かつ泣き, 私か とか く , ぎこ ち

な く しか表現で きない, 深い心のつなが り と無限の愛情とをあなたのそばで表明するこ とが

できるこ とを希望 しつつ, かつ, 大切な永遠に愛される父上, あなたもまもな く完全に元

気になられて, 私みずから, あなたを抱いて, 私の気持を何もかもお話しできるのだ と希望
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このキュ ンツ リの断定を盲目的に受け とる必要はないが, これを否定するこ とは困難であろ

っ 。

つ ぎのデー タは, 婚約者イ ェニーの父, ル トヴィ ヒ ・ フ ォ ン ・ ヴェ ス トフ ァーレンヘ彼の

学位論文を捧げたときの献§示ごある。「大切な, 父のような友へ・・‥‥子供の愛(kindliche
Liebe) のし るし と して」。 ……「私か, 若者のように力強い老人を賛嘆するとき, 誰もが…

…こんなにも幸福であって くれればよいのに」。 この献詞の, も との原稿の最後には, 「あ

なたに送るこの愛の使者に, 私 も同行 して, も う いちど, あなたと と もに, 私たちの驚 くべ

きピ ト レスク な山や森を歩きまわ りた く 思います」。 キュ ン ツ リの批評 を きこ う。 マルクス

はそのこる23才であった。 この長い献詞の賛歌的で陶酔的な調子は, 彼が感情の世界では足

が地についていないこ と を示 している。 マルクスは父にたいする 「なかば無意識」 の軽蔑や

批判から, こ の人物のなかに, 彼が頼るべ き 「代用父親」 を求めたのだが, それにたいする

愛情を表現するときに, 彼の感情の世界が, いかに未発達で幼児的であるこ とか。 しかも高

度成長の彼の知性 と対比するな らば, その感はいっそ う強まる。 『デモ ク リ ト ス とエ ピ クロ

スとの自然哲学の差異』 という高レベルの学識をしめす学位論文, その巻頭に く っつけられ

しか し , よ く 読む と

た歯の浮 く よ うな幼児的表現 「私たちの驚 くべきピ ト レスクな山と森」。

うつせみ

の現身の姿と (leibhaftig) あい対し, 君の両手をもち, 君を頭から足まで接吻し, 君の足

つ ぎのデー タは妻への手紙である。 1856年 6 月21日付ご母の病気 と死のため ト リールに帰

っていたイ ェ ニーヘ, マ ンチ ェ ス ターのエ ングルスのと こ ろに滞在 していたマルクスよ り。

キュ ンツ リに よる と, これは呆れるばか りの手紙であるが, マ ルクスの心理 を知るのに, も

っ と も参考になる。 キュ ンツ リ も全文を引用しているわけではないが, それで も長すぎるの

で, と こ ろ どこ ろ拾いだすこ とにする。 「最愛の人よ, 私は君に, また手紙をか く 。 私かひ

と りぼっ ちだからだ, そ して君が見た り聞いた りできないのに, 君が返事 もできないのに,

いつ も頭の中で君と対話ばか り しているのが恥ずかしいからだ」。 「とにか く , どんな黒い聖

母の絵で も, 君の写真ほどに, キスされ, ウイ ン クされ, 礼拝 されたこ とはない」。 「私は君

このこ ろマルクスは38才, イ ェ ニーは42才で, 結婚後13年, 子供を

も とにひざまづいて, マ ダム, 恋 していますに と うめ くのだ。 私は, むか しヴェ ネチアのモ

ール ( シェ イ クスピアの人物, かつマルクスの愛称) が愛したよ り も, もっ と多く , じっさ

いに君を愛している」。 「大きな情熱も, その対象が近 く にいる と, 小さな 日常習慣という形

式を とる ものだが, この情熱は, 遠 く はなれているこ との魔術的な作用によって, 大き く な

り, あるがままの大きさになる。 私の愛 もそ う なのだ」。 「私の君への愛は, 君が遠 くへ行 く

やいなや, あるがままの大きさで, つ ま り巨人と して現われ, 私の精神 と性格 とのエネルギ

ーは全部, その中へ流れこむのだ。 私は大きな情熱を感ずるから, ふたたび私を男と して感

じている。 しかし, この愛は, フ ォイエルバッハのいう人間への, モ レシ ョ ッ トの新陳代射

への, プロレ タ リアー トへの愛ではな く て, 恋人への愛, つ ま り君への愛なのだが, この愛

が男をふたたび男にするのだ。 君はほほえむだろ う, 愛する人よ, そ して私か急に口達者に

なったわけをたずねるだろ う。 しかし私か君の甘美な白い胸を私の胸におしつけるこ とがで

きるのなら, 私は沈黙するだろ う , そ して, ひとこ と も喋らないだろ う」。 「世の中には女性

がた く さんいる。 その中には美人もだいぶいる。 しかし, その顔つきのひとつひとつが, そ

のしわのひとつひとつが, 私の人生のもっ と も大き く , もっ と も甘美な記憶をよびさ ますよ

うな顔が, ほかにあるだろ うか」。 キュ ンツ リの批評。 さ っ と一読する と, 何 と り っ ぱな男

性, 何 とすばら しい愛情, 何 と う るわしい夫婦, というた ぐいの印象が起るかも知れない。

7人産んでいる。 これが, こ う い う年齢の男の, 古女房にあてた手紙であろ うか。 ニキビ盛
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りの若者が, 初恋の女にだした手紙ではないのか。 しかも 1箇月余の孤閏のゆえか, エロテ

ィ ックな情熱さえも感じられないか。 「こ う い う こ とが書けるのは, 彼の結婚生活の平生には,

じぶんの感情を, じぶんの愛情を現実には味わっていない男なのではないのか」。 マルク ス

みずから告白しているごと く 「はなれているこ との魔術的な作用」 のおかげで, イェ ニーヘ

の愛が出現 し, 男と しての七ぶんが感 じ られたのではないのか。 しかもこの愛たるや, 彼の

年齢相応の成熟と知性 とにふさわしい愛情ではな く , むしろ青年の渇望する情熱である。 じ

ぶんのこ と しか考えない所有慾である。 イェニーが ト リールで母の死の床にはべっているこ

とを知っていながら, 彼女の気持, 彼女の苦 しみにはふれよ う と もしないで, もっぱら自分

について, 自分の 「愛」 について語 り, かつ夢みているのである。 イ ェ ニーの母の死につい

て, 彼は平生の調子でエングルスに書いている。 「妻から今 日, 手紙がきた。 彼女は老婆の

死によってシ ョ ッ クを うけているよ う だ。 彼女は8 日ないし10日ト リールで過すだろ う。 た

いした額ではないが老婆の残したものを競売するためだ……」夕

211カー ル ・マルクスの性癖

しか し , や っ ぱ り災難について知らせる, 一 子供たちは外へ出よ うにも服も靴 もない

こ う い う子供っぽさ , したがって思いや りがな く て自分かって, 現実の人間にたいする愛

情のなさ, しかも強烈な闘争癖, 他方では天才的な頭脳。 こ う して, 良 く いえば非常に個性

的な, 悪 く いえば臭気ぶんぶんの人物像ができあがる。 ダンテ, シェ イ クスピア, ゲーテな

どの作品を暗唱し, 当時の文学にもかな り通 じていたマルクスであるが, これらの作家たち

の人生観察, 人間理解は, けっ きょ く 彼の頭脳によって理解されたにすぎず, 彼じ しんの心

臓によって実感され, 再確認される機会は少なかったのではあるまいか。 作中人物の心の動

きの中で, 怒 り, 憎 しみ, 軽蔑 といった感情だけしか彼の心臓には読みとれなかったのでは

ないのか。 プロレタ リア解放のための, 狭義の理論的武器を構想した り, 新聞雑誌等に鋭い

論説をかいた りする能力は抜群でも, いわゆるオルグ能力の点では, エングルスの優秀さ と

は比べものにならないだろ う。 長 く コ ンスタン トにつきあった親友もわずかなものだ。 ル ト

ヴィ ヒ ・ ウォン ・ ヴェ ス トフ ァーレン, フ ィ リ ップ久一家, そしてエングルス, このほか2,

3名という ところだろ う。 と く にエ ングルスとの友情美談は知れわたっている。 しかし, い

かにオ トナのエングルスでも腹を立てたこ とは何度もあるだろ う。 その中で記録にのこって

いる一怖腱, キュンツリからそっくり引用する。「エングルスの事実上の妻で, 20年ちかく
いっ し ょに暮 したメ リー ・バー ンズが突然に死んだ という知らせに, マルクスは返事をかい

た。 『メ リーの死の知 らせによって私はびっ く り し狼敗 した。 彼女はきだてが良くて快活で,

君を愛し きっていた。 ちかごろ私たちのグループには不幸ばかりが起るみたいだ。 私 として

も何を考えているのか分らないよ う な気持だ……』。 それか らマ ルク スは, じぶんじ しんの

気がとがめたのか書きくわえる。 『こ う いう時に私か君に, じぶんの災難の話をするとは,

ひど くエ ゴイ ステ ィ ッ クな こ とだ。 で・ヽも√このや り方は類似療法的 (hom60pathisch)

である。 災難はほかのj災難で気がまぎれるものだ』。 さいごにマルクスは追伸を書 き く わえ

る。『君はこの件で, 君のまとも筋の友人√親戚に通知する問題をどうする気だぎ君は気の
むくままに, 人間のゴタゴタから解放され隠棲して, メリーの家で爆心をもっていたわけだ
から, この問題はとても厄介だぜ』ごエ ングルスは数日まった。 それから返事した。 『君だっ

て よ く分るだろ うが, 私にしんの災難と, それにたいする君の冷酷非情な見解 とのために,

さっそ く返事をだす気にはなれなかった。 私の友人たちは誰もが……旧lんと うに私の骨身にこ

たえたこの件にあたって, 私かあてに し た以上の同情と友情を示 して くれた。 君はこの機会

を, 君の冷酷な思考法のご立派さ を まか り通らせ るチ ャ ンス と見たわけだ。 勝手に しやがれ

‥ 9 9



( SOit) 。 ( この手書の下書きには, 君の勝利を楽しむがよい, 文句なしの勝利なんだから
⑨

な, という文章もある) 。 それからエ ングルスはマルクスの経済的な困窮の話にうつ り, こ

批判される こ とに我慢で きないマルクスにと って, この手紙はひど く こ たえたに違いない。

明白に彼は最初は 》烈火のごとき《 反応をしめした。 これはlO日たってからの彼の返信によっ

て うかがわれる。 『私は返事をだすのに, い く らか間をおいたほうがよいと思っ た。 君には

君の事情があり, 私には私の事情があって, それによって, ごの状況を ,》冷静に《 把握する

のが困難になっていた』。 しか し, それか ら一度 き りのこ とが起った, マルクスが謝ったの

だ。 『あんな手紙を書いて, 私か悪かった。 私は投函する とす ぐに後悔 したのだ。 だけど,

これは決して冷酷さから起ったのではない。 妻や子供たちに聞いて くれたら分るこ とだが,

君の手紙 (早朝についた) をみて私は身内のものが死んだときのようなショ ッ クを受けてい

たのだ。 しかし私か晩に君あての手紙をかいた とき, ひじ ょ うに絶望的な状況に影響されな

がら書いたのだ。 家主がよこ した競売人がおしかけていたし, 肉屋はしっ こ く代金を請求す

るし, 家には石炭も食べものもない, 娘のジェニーは病気で寝ている, という状況だった。

こういう環境では, 私としては通常, シニシズムしか切りぬける道がないのだ……』毘の弁
解の理由は十分に説得力かおるわけではない。 こ ういう困窮はマルクスに とっては毎度のこ

とであるが, 生涯の伴侶の死はエ ングルスに とって, 重大な事件であった。 だからこそマル

クスは, じぶんの災難の話をして慰めてやろ う と思ったのである。

しかし, マルクスに とって, ひとのために自分のこ とを忘れるこ とは不可能であった。 エ

ングルスとの友情は, けっ きょ く , 一方通行の友情であって, 一切がマルクスの労作という

目標にむけ られた。 マルクスがエ ングルスの健康状態, し ご との調子のこ とを気にかけてい

る証拠は, あるにはあるが, しか しマルクスがほん と うの心配を示すのはエ ングルスが病気

になった と きだけである。 そ して手紙のこ うい う箇所を読むと, つ ぎのよ うなイヤな気持を

捨て きれな いだろ う。。つ ま りマルクスの・- そ してイ ェ ニーの一 心配は, いつ も, この友

人の健康を気ずかっているだけでなしに, :》エ ン グルスという金づるく がな くなる可能性を

気に していて, こ ち らのほう に重 きがあるのではないのか, と。 この点で1857年 7 月と 8 月

の手紙を読む とよい。 このと きのマルクスの態度は, ばかのと きのマルクスの態度に く らべ
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遠 く の, 未来のプロレタ リアー トへの愛, これはマルクスの生きがいであった。 だが, 現実

の, 彼の身辺のプロレタ リアにたい して も, 彼の接 した人びとにたいして も彼の愛情は薄か

ったと しか思えない。 彼が 『資本論』 を捧げたヴィルヘルム ・ヴォルフ と彼との間の愚劣

な紛争を追跡してみよう。怒 り と憎 しみの感情に駆 りたて られる とき, 彼の理知は躍動する

が, 思いや り, 人間愛の側面で, いかに不感症的であり被害妄想的であるこ とか。

ヴォルフ はマ ルクスよ り10才年長である。 教師, ジャーナ リス ト を経て, 1846年マルクス
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それはマ ルクスに と っ てプ ロ レ タ リアー トであっ た。

メ リーの死後↓エングルスはメ リーの妹 リジーを伴侶にする。 2人と も愛すべき魅力ある

女性ではあっただろ うが, アイルラ ン ド出身のプロレタ リアであ り, エ ングルスの客間で同

志たちのあいだで交される熱っぽい議論にたいして馬耳東風だったj91878年リジーが死んだ。

こんどはマルクスは, エ ングルスの気持を, 親身になって思ってやっただろ うか。 そ うでは
⑩

ないよ うだ。 そのさいのイ ェニーヘの手紙で, エ ングルスのこ と を冷笑的に言及し, リジT

の文盲を嘲笑している。 まった く呆れる しかない, 度 しがたい性癖である。

人間への愛情という言葉は複雑であって気楽には使えない。 遠 くの人への愛情は容易だが,

隣人愛は困難だ という。 遠 く の人



と と もにブ リュ ッセルに亡命, 『新ライ ン新聞』 の編集 メ ンバー と して活動し, 1851年以後

ロン ドンに亡命。 フ リー ド リヒ ・ レスナー と と もにマルクス といちばん親しい同志であ り友

人であったが, 1853年, エ ングルスのいるマ ンチェ スターに引っ こ した。 マ ンチェ ス ターで

金をためて, 死ぬときマルクスに825ポン ドの大金を遺贈 した。 紛争はヴォルフがマンチェ

スターに行 く直前から始まった。 以下はマルクスからエ ングルスへの手紙である。 「あの勇

ましい小僧 ( ドロンケ) が, あまりにも悪臭をふりま くので, その結果(1)ループス (ヴォル

フ ) は, ぼ くがも う とっ く に君から聞いて知っているのに, 自分の出発についてはひとこ と

もぼ く に話さなかった。 (2)そのループスが君のこ とになる といつ も非常に隠し立てをする。

(3)昨日の夜, ぼ く は, 信 じ られないよ うな騒ぎを演 じた。

ぼ くは仕事をしていた。 妻も子供たちも部屋のなかにいた。 ループスがひど く , もったい

ぶった足ど りではいって きたー ぼ く は, と う と う別れを告げにきたのだな, と思っ た。 と

いうのは, 彼はこれまで目前の出発のこ とはひとこ と も話したこ とがなかったからだ。

ぼくは彼から小さなスペイン語の文法書を借 りたこ とがあった。 ……そいつをぼくは彼に,

ぼ くがおぼえているかぎりでは, 5 ヶ 月前に返 した。 そ うでなければ, ドロンケがそれをち

ょ ろ まか したの・だ。

おや じさんは, 別々の日にも う 2度 もぼ く の妻 とレンヘ ン とにあの くず本のことを尋ねた。

彼女たちは, 探しておきまし ょ う , と返事 していた。

213カール ・マルクスの性癖
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そこで, 昨日の夜 あいつはうな らんばか りにしてはいって きたのだが, ぼ く はできる

だけなだめるような調子で彼に言った6 あの本は見つからない……するとあいつは田吾作的で低脳

で厚顔無恥な語調で答えた。 『お前はあれを売りとばしたのだろ う』。 (つ ま り, ロン ドンの

どこで もいいからそれを 2 フ ァージンクで売る人があればぼ く はその人にソヴ リン金貨を 1

枚やってもいい, というあのくず本をだ)。ぼくはもちろんとび上った。 言いあいが続いた。

彼は強情な馬のよ引こ彼のたわごとを固執した。 つまり 『ボクノ家庭ノマンナカデ』 ぼ く を

侮辱したのだ。 君も知るように, ぼ く は, も う ろ く した老人たちでも党の長老と して尊敬す

るべき人びとのするこ とは, たいていは大目に見ているのだ。 (当時マルクスは35才, ルー

プスは44才)。 とはいえ, それにも限界がある。 ぼ く がついに彼に向かって歯をむき出した

のには, あの老いぼれも驚いたこ とだろ う。

これはみな ドロンケのた く らみの結果で, 毎 日ジンをや りすぎた結果で, 脳の水気の切れ

た結果なのだ。 …… 『頑固おや じ』 の特権を主張するのもいい。 だが, それを乱用してはい

けないのだ……」 ( 1853年 9月7 日)。

つぎは12月12日ごろの手紙。 「これは, 君がループス氏のマンチェ スター到着以来ぼ く個

人および両氏に関係のあるすべての件で奇妙に一貫して守ってきた方法なのだ。 だから, わ

れわれの文通をただ電報だけに限るよ うにしないためには, 今後は双方 と もそち らにいる君

の友人や子分たちのこ とにはいっ さい触れないこ とにするほうがいいのだ」。 こ ん どは12月

14日の手紙。 「だれで も と きには気ま ぐれなこ と もあ り, 人間的なこ とに無縁ではない, と

い う ものではないか。 『共謀』 だ とかそれに類す るナ ンセ ンスなこ とはも と よ り問題ではな

かったのだ。 多少のやきもちには君も慣れている。 そして, けっ きょ く ぼ・く の気に く わない

のは, ただ, ぼ く たちは今いっ し ょにいるこ と もいっ し よに仕事をした り笑った りするこ と

もできないのに, 『子分た ち』 は君のそばで楽 しげにやっている, とい う こ とだけなのだ」。

けっきょ くエングルスの苦心で4 やっ と和解, しかしループスの気持は複雑であっただろ う。

1854年 1月25日の手紙。 「同封の走 り書きは, ぼ く に手紙をよこ したループスにあてたもの。

免罪だ。」夕)



とこ ろでマルクスは子供好きであった。 自分の娘たちにたいして子煩悩であ り, 孫たちを

溺愛しただけでな く , まった く の他人の子供でも, 見境いな しに頭をなでた り菓子や小銭を

やった りした。 こ ういうデータは有名でもあり , 手紙や リープ クネヒ ト等の文章から拾いだ

せるが, 引用は省略しよ う。 この子供好きは彼の人間愛の薄さ と矛盾するよ うに見える。 は

たしてそうか。 キュ ンツ リによれば, マルクスの子供好き と人間侮蔑 とは切って も切れない

関係にある。 これは同一の心的構造の両面にすぎない。 「深層心理学を実地に使っている人

びとには, ずっ と以前から知 られているこ とであるが, 自分の感情の発展が子供の段階のま

まで とまっ ている人間は, 非常に しばしば, 子供たち と抜群によい関係を もつ。 リープ クネ

ヒ トが書いているごと く 『マルクスは彼の子供たち といっ し ょに子供にな りきるこ とができ

た』, 彼は, 『子供たちの間で子供であった』, 彼は 『子供 ら し さで 目立った』, 彼は し ば しば

妻から 『私の大きな子供』 と呼ばれた。 彼は 『幼児のよ うに, まごついた り赤面 した りでき

た』。 注目すべきこ とに, 感情 と情操との, こ ういう子供っぽさは, あまりに も一面的に思

索だけに従事 している知識人に非常に多く見られる。 こ うい う人は子供 と接している ときに
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幼児たちの中
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の大きな幼児

は, みずからの感情世界の未発達を恥 じる必要もな く , 自分のあるがまま

を示すこ とができる。 これのひどい場合は, マルクス もそ うだが, こ うい

う知識人は本当の子供好き (Kindernarr ) になる。 なぜなら, こ ういう人は日常生活では,

オ トナの体面上, 仮面をかぶって, 自分の感情の劣等性を見破られないように気を配ってい

なければならぬからである」タマルクスの子供好きは, これもストレス解消のためでもあっ

たレ 。。

ナチスのボスのヒムラーも子供好きであったが, 同時にナチスの犯罪の元兇でもめった。

子供好きの裏側が, ヒムラーでは野蛮で狂暴なサディ ズムであり, マルクスでは人間侮蔑,

シニ シズム, 憎悪, 嘲笑 となって表現された。 あき もせず, しつ こ く繰 りかえ してマルクス

は人間を賤民 (Gesindel ) と呼ぶ。 キュ ンツ リによれば, 「したがって , いまここにいる

人間, こ う い う人間の くずどものこ とは, ど うで もよかったのであって, 未来の人間のこ と

を気にかけたのである。 彼があま りに も しば しば軽蔑 し , 嘲笑 し, 憎悪 した 『隣人という

汝』 を愛するこ とでな く , もっ と も遠 くの人間という 『偉大な我々』 を愛するこ と, これが

彼の関心であった。 この故に, この労働者解放運動, 共産主義の始祖は, 一生涯, 労働者を軽蔑的な

侮称で呼びつづけた」夕さらにキュンツリの推察によると, プロレタリアニトの悲惨が, マ
ルクスの同情 と怒 りをよびさ ましたこ とは確かではあろ うが, この軽蔑すべき疎外された人

間たちを, みずからが軽蔑レ|曽んで しまう気持のほうが, とか く先行 して しまったこ とであ

ろ う 。 プロ レタ リア もブルジ ョ ア も, 憎むべき軽蔑すべき人間と見えた。 1843年にマルクス

は専政君主制下の人間について述べる。 「専政君主制の唯一の思想は人間侮蔑, 非人間化さ

れた人間である。 そしてこの思想は, ほかの多く の思想と く らべる と, 同時に事実で もある

という長所をもっている」夕
要するにオ トナはみんな愚劣で下劣でいやら しい。 オ トナでない人間, つ ま り子供だけが

可愛い く てマ トモでステキな人間なのだ。 1857年の 『経済学批判への序説』 の終 りで, ギ リ

シア芸術がなぜ現在も享受されるかの問題にふれて彼は書 く 。 なぜ 「ギリシアの芸術や叙事

詩が……ある種の社会的発展形態に結びついているに もかかわらず……Vヽ ま もなおわれわれ

に芸術的享楽をあたえ, ある点では規範と して, また到達できない模範と して通用するのか」

と彼は問い, 次の答をだす。 「お となは二度 と子供にはなれない。 なる とすれば ( も う ろ く

して ) 子供 じみるのである。 しかし, 子供の無邪気さはおとなを喜ばせはしないだろ うか。

そして, お となは, ふたたびよ り高い段階で, 子供の真実を再生産するこ とにみずからつ と



めるべきではないだろ うか。 子供の性質のなかには, どの時代にもその時代特有の性格がそ

の自然の真実さでよみがえるのではないだろ うか。 人類が最も美し く発育するその歴史的幼

年期, なぜ, それは, 2度 とは帰ってはこない段階 と して, 永遠の魅力をあたえてはな らな

いのだろうか」グ)ここでマルクスは抒情詩人になっている。マルクスの言葉には, なまなま
しい実感がこ もっている。 お とな とい う, 堕落状態から 「ふたたびよ り高い段階へ」 , こ こ

に彼の現実としての人間悔蔑と, 彼の憧憬としての天上的な無邪気さ とが語られている。 こ

う してマルクスにおいて, 彼の子供ず き と人間侮蔑 とは双生児のごと く , 手に手を とって暗

い浮世をあゆむのである尹
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マルクスがポルノ グラフ ィーを愛好したこ とは彼の感情世界の未熟のあらわれである, と

いうキュ ンツ リの断定は, マユにツバをつけて聞 く こ とにして も, キュ ンツ リの集めたデー

タは興味があろ う。 彼が, かつての親友で, 当時すでに仲違いしていたフ ライ リヒ ラー トの

娘が結婚したとき, 彼がその娘に言及した卑狼な表現も, 彼の初期の詩にでて く る卑狼がか

った表現も省略して, エングルスへの手紙から引こ う。 「カサニヤッ クの先祖 (だがもっ と

機智に富んだ) ピエ トロ ・アレテ ィーノから彼の 『恋の疑い』 の次のような序詞を君にお知

らせ し よ う。

まえがき/ 二重にご立派なアニェ ロ様/ なにがどう してかをご存知のあなた/ あなたはふ

かき鋭知 もて/ バル トロ とバル トのからだのこ と を/ またあなたのすばら しいフ ァ ンタ ジー

もて, 星 と と もに過ぎゆ く掟をお話 しになれます。 / き ょ う女郎屋で大きな騒ぎをまきおこ

した/ 疑いをどう ぞ私におあか し く だ さ い。

おまえたち人間は女郎買いと女郎の2種類だ, / 男女それぞれの性器をもった。/ そして多

くの魂はその彼方に失われた, 云々 了(1862年7月6日)。つぎはマルクスが陰部の近くに,
2つのデキモ ノ ができた と報告 してから, 「ち ょ う ど陰部の話 をした とこ ろだから, 16世紀

のフ ラ ンスの風刺詩人, マチュ ラ ン ・ レ グニエの次の詩をおすすめ し よ う 。 この領域での私

の博識 (Belesenheit) にもかかわらず, 私は, 淋病がかつてこんなにも詩的にえがかれる

とは思わなかった」 (1867年10月19日) と書いて, その詩を引用している。 マルクスがこの

方面の博識を じまんしている とこ ろは面白いが, この頃のマル クスは 『資本論 』 のために

「彼のあらゆる時間, 健康等を犠牲に していた」 はずではなかったか。 つ ぎの手紙ではイ

タ リーの宗教裁判で, 尼僧の口から発せられた卑狼な言葉を引用してから 「ロシア人はこう

いう こ とでは, もっ とすごい。 たしかな話だが, 屈強な青年が, ロシアの尼僧院に24時間い

ただけで, 死んで出てきた。 尼僧たちが彼を乗りつぶしてしまったのだ」( 1867年n 月7日)。

こ うい うデータ を見れば, マルクスのポルノ趣味は, ア メ ノ ウヅメ ノ ミ コ トのス ト リ ッ プ興

業によるヤオヨロズの神々の洪笑とか, 近頃の週刊誌のような露出とのぞき といったナイー

ヴな大らかなものではな くて, ワサビの利いたポルノ趣味, つまりレ性を通して人間の愚劣

と悲惨, 人生の不条理を垣間見せる もの, 自己侮蔑をふ くめての人間侮蔑を再確認させるも

の, こ ういう材料とこ ういう視角に立脚するポルノ趣味であるように思われる。

それに私か金持ではないこ とはお前だってよ く分って・,
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私は多くの子供たちの父と して

こんどは子供っぼさの別の面, 生活処理の投げや り, および浪費癖のデー タを眺めよ う。

金が入用になる と急に筆まめになる息子カールから, たびたび金をせびられて, ボンの大

学へ行ってから 5ヶ 月で160ター レル もむ し り取 られた父が書 く 。 「こ れは, ど う 見て も普

通ではない。 愛するカールよ。 く りかえ して言うが, 私は何で も喜んでやって上げる, だが
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る お前の学生生活に必要な金額以上はやる気はないのだ。 ……私は確信 しているが, も

つと金が少な く と もやって行けるはずだ, そ して当地のノ タール ・ ミ ュ ラー さんだって, も

っと少ししか送金してい・ないが, それでももっとうまく暮しているはずだ」夕これから2年
もたたない頃, ベルリン大学の息子へ, 「まるで私たちが金を作りだす回天であるみたいに,
息子殿は, あ らゆる約束に反しあらゆる し きた りに反して 1年間に700ターレル近 く も使っ

た。どんな大金持だって500ターレルも支出しないのに」夕父が死ぬ2, 3ヶ月前に書いた最後
の手紙で も, 4 ヶ 月で280ターレルも送らされた と, 叱っている。 当時ベ ル リンのある市参

事官(Stadtrat)が年俸800ターレルであったタマルクスは学生のくせに, それを上廻る金
を使ったわけである。 父と息子 との間には, 金だけが原因ではな しに, 当然, 本格的な衝突

が予想された。 しかし父は死んだ。 母は息子に家長の役割 りを期待する。 早 く学位を取って

職について貰いたい, そ う い う気持で母は, 夫が死んで半年後160ターレル送った。 「この金

を学位を取るのに使いなさい」夕母は間もなく学位を取れるものと思い, 息子もそう思わせ
ていたのであろ う。 しか し息子は家長の役割 りなどは念頭にな ぐ, 悠々とスネカジ リの特権

を享受 し, 金 を要求 しつづけた。 友人たちから尻をたたかれたあげ く , 論文をま とめ学位を

取ったのは 3年後だった。 夫が死んでから弁護士の収入はな く な り, 母は 5人の未婚の娘を

かかえて, 遺産の利子だけで, 将来と も暮 して行かねばならなかった。 しかし 「人類の福祉」

を自己の天職 と思いはじめていた自己中心主義の甘えん坊にとっては, 微々たる一家の運命

たど眼中になかった。 衝突が起った。 遺産をめ ぐる争いである。 遺産の取 り分にかんするこ

まかい数字をキュ ンツ リは教えて くれるが, これは省略 しよ う。 要するにマルクスが貰え=た

相続分は, 彼がベル リンで 1年間に浪費した額よ り も少なかった。 そ してこれは正当であっ

た。 マルクスは, よ り多く を要求した。 この相続争いは小都市 ト リールの話の種になった。

この時からマルクスにとって 「天使のような母」, 「優 しい立派な女性」 は, たんなる 「婆さ

ん」 (die Alte) となる。 しかしマルクスは, い く らかずつでもむし り取ることを止めない。

と う と う母はオランダの義兄, 弁護士 リオン ・ フ ィ リ ップスに遺産管理者になって貰う。 こ

う してマルクスはオラ ンダのフ ィ リ ップス一家と接触するよ うになる。 この一家は, 人間侮

蔑のマルクスにとって例外的な, 肯定し賛美し う る人たちであった。 各人がのびのびと自由

に個性を伸ばし自由に行動する一家, ブルジョ ア社会の中の, 一ブルジ ョ ア家族であったに

もかかわらず, この一家はマルクスが将来の無階級社会の人間を考える ときの, 1つの原イ

メージとなった夕(ついでに書くと, このリオンの息子のアウグストが, マルクスに鉄道就
職を配慮し, 娘のアンネッテが第1インターのオランダでの第1号メ ンバーとなった。 ただ

し後に結婚して脱落)。

と こ ろでマルクスの実生活における投げや りぶ りはイェ ニー との結婚の件にも示されてい

る。 彼らがひそかに婚約したのは1835年である。 これはやがて双方の家族に公表せざるをえ

なかった。 名望の貴族のお嬢さんとユダヤ人のこせがれとの結婚, 双方の父親同志に親交が

あった とはいえ, かつイ ェ ニーの父がマルクスを評価 し可愛がっていた と はいえ, ト リール

では, かな りのスキャンダルであった。 それなのに結婚 したのは1943年である。 このと きマ

ルクスは, も うす ぐ25才, イェ ニーは29才。 のんび り したものだ。 だが, ヘーゲル哲学に酔

って壮大な人類史全体, 天下国家を, 頭の中で手玉に と り, 「人類の福祉」 を夢みていた自己

中心主義者にとっては, こんなこ と ぐらい平気であった, と も思える。 だが, じつは気にな

っていたのだ。 気にしながらも, しかたがないままに, ほったらかしていた。 父が早 く卒業

して結婚 しないかと手紙で注意する と, ヒステ リ ッ クに激怒するのだ。 父の手紙を眺めよう。

「お前は不思議なやりかたで, 何千人もの人が羨むような乙女の心を奪ったのではないかご
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「 く りかえすが, お前は大きな義務を引きうけたのだ。 そ して, 愛するカールよ, お前の怒

りっぽさ を刺激するこ とは覚悟の上で, 私は私の意見を, 私の流儀でい く らか散文的に語る

のだ……私は√かならずしも正当とは言えないお前の怒りっぽさを心配している」グマルク
スの父が死ぬと双方の家の関係は冷却 し, もと もと障害の多かった婚約は雲行きが怪 し く な

る。 1840年 5 月29日の母の手紙 。 誤字 だ らけの, た どた ど し い ド イ ツ語の文章 で あ るが , そ

のたどたどしさ を訳出するこ とはあきらめる。 「あなたにとって, いままで大切であった ものを,

まった く あき らめねばな らないので, どんなに私かつ らい涙を流 したか, いままでのおたが

いの家のあいだの関係を知っている人な らば分って くれるで し ょ う……あなたのお父さんが

死んでから, も う 6週間にもな りますが, ヴェ ス トフ ァーレンの家族はだれも姿を見せませ

ん」グ)イェニーだけが5週か6週ごとに顔をだして, 困っている事情をこぼすのだった。つ
ぎは1843年 3月13日のマルクスからアルノル ト ・ルーゲヘの手紙。 これは 『 ライン新聞』 が

発刊禁止処分を うけ, ドイツ国外で 『独仏年誌』 をだす相談をしている手紙である。 「私 は

もう 7年以上婚約 してお り, 私の婚約者は, 『天国の主』 と 『ベル リンの主』 と を同 じ礼拝

対象にしているよ うな彼女の親類にたいして, 同時にまた何人かの坊主と私の別な敵 とがわ

がもの顔にふるまってきた私自身の家族にたいして, このうえな く きびしい, 彼女の健康を

潰して しまいそうな闘争を私のためにやってきた。 だから私 と私の婚約者とは, 3倍 も年上

の……人々 以上に, 不必要で消耗的ないざこざを長年たたかいぬいてきた」クィエニーの側
の敵とは, た とえばイェニーの異母兄フ ェルデ ィナン ト ・ フ ォン ・ヴェ ス トフ ァーレンであ

った。 彼は父の先妻の子で, イェニー よ り も15才年長であ り, 後にプロイセンの内相 となっ

て, 当時の反動路線の熱烈な代表者と して有名になった。 かつ, 当然ユダヤ人が嫌いであっ

た 。

だ力゙ とにか く , 婚約しておきながら 7年もそのままとはいい度胸だ。 恋は思案の外でもあ

り, 無鉄砲は青春の特権である。 青春の無鉄砲こそ進歩と変革の原動力なのだ。 しか しマル

クスの父のよ うに 「散文的に考える」 こ と も必要なのだ。 早 く イ ェ ニー と結婚するためには,

さ っ さ と論文をま とめて学位を と り, まあまあの職にう かねばな らぬ。 だが論文の執筆はほ

っ たらかしている。 しかも 「パンのための労働」 など, およそ眼中にない。 それはそれで も

よい。 だがイェ ニーを愛しイェニーのためを思 うなら, イェ ニーの周囲の人の希望どおりに,

イェニーに因果をふくめて婚約を解消 し, 身分相応で生活力のある男と結婚するようにすす

めるべきであろ う 。 だが。 これもほっ た らかし。 イ ェニーは 「不必要で消耗的ないざこ ざ」

を 7年間もたたかいぬ く こ とになる。 そ して遂に29才の新婦, これは当時と しては大年増で

ある。 いっぽ う 「パンのための労働」 を軽蔑するのは結構だが, けっ き ょ く母親から まきあ

げるしかない。 母 との 「不必要で消耗的ないざこ ざ」 の張本人はマルクスである。 こ う して

「大きな坊や」 のマルクスは家族に甘え, イェニ一に甘え, エングルスに甘えて, 生活の処

理は投げや りで押 し とお し, その尻ぬ ぐいは周囲の人が負担するこ とになる。

延期に延期をかさねたあげ く , よ うや く学位を とったマルクスは, ブルー ノ ・バウアーの

世話でボン大学で教職につ く こ とを期待していた。 あいに く , かんじんのバウアー自身が,

そのヘーゲル左派の 「危険思想」 が原因で, ボン大学で首がとびそう になっていて, マルク

スの就職はお流れとなる。 しか しマル クスは平気であった。 大学に就職 したければ学位論文

のほかに就職論文をか くのが普通であるら しいのに, マルクスが就職論文に着手した形跡は

ない。 学位論文をそのまま就職論文に使 う , とい う虫のいい こ と を考えていた。 それか ら

『ライン新聞』 に関係するこ とになるが, この件は周知のこ とだから省略する。ただ し, 『ラ

イ ン新聞』 では彼の 「人類の福祉」 の 「天職」 が, そのまま 「パンのための労働」 にな りえ
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たこ とに注意しておこ う。 も うひ とつ。 『ラ イ ン新聞』 によって 「木材盗伐」 とか 「検 閲制

度」 とかい う現実的な問題が彼の目に見えて く るのだが, 彼 じ しんの生計 という もっ と現実

的な問題にかん しては, いぜん と して夢遊病者にちかいこ と。

『ライン新聞』 の多忙から解放されて, よ うや く結婚。 学位を とってから 2年 もたってい

た。 結婚す る とそのまま 5 ヶ 月間, !クロイツナハのイェ ニーの母のも とで暮 らす。 おそら く

は平然とイ ェニーの母に寄生していたのだろう。 新婚生活, しかしマルクスは本の山と格闘

していた。キュンツリの調岨こよると, マルクスがクロイツナハで読破した本は計45冊, 約
2万頁で, 細字でぎっ し りつまった書きぬきノー トが250頁。 何 と も奇妙なハネ ・ムーンで

ある。 あれだけ待たせに待たせた結婚なのだから, もっ とイ ェ ニーのお相手を してやるべき

ではないのか。 子供っぽい自己中心主義 というべきか, 天才的というべきか。

クロイツナハで寄生生活を しながら, 文通によって, 国外でだす 2 , 3の雑誌の計画に参

加していたが, この計画が挫折しても気にした気配もない。 アルノル ト ・ルーゲの努力によ

って, パ リ で 『狽仏評論』 がでるこ とにな り, マルクスには1800フ ラ ンの年俸 と執筆原稿に

たいする報酬が約束された。 パ リ生活の経済的裏づけができ, 1843年11月マルクス夫妻はパ

リヘ行 く 。 創刊号は翌年 2月にでた。 だがこのなかのマルクスの文章にも, エ ングルスとい

う若い男の文章にも, はっ き りと共産主義への移行が見られた。 プロイセンへの持ち込みは

禁止され, かな りの部数が国境で差 し押えられた。 革命を宣伝 したかどによ りマルクスにた

いしてプロ イセ ン政府から逮捕状が発せ られた。 雑誌は経済的に行きづ ま り出版社は破産を

宣言した。 これに く わえてルーゲとマルクスとの思想的対立から喧嘩 どな り, 創刊号は終刊

号となった。 約束の金は貰えず雑誌の現物を貰っただけで, コルニュの推測では, これを売

って生計のたしにしていたj昌すでに述べたような 「経済学の本」 の執筆も進まなかった。 し

か しエ ン グルスは出版社か ら1500フ ラ ンの前渡 し金をマル クスに送らせた。マルクスの

窮状を見かねてケルンの友人たちが拠金をして4400フランをマルクスに送った尹とにかくマ
ルクスはパ リで も。 財布が重 く て も軽 く て も 「パンのための労働」 は念頭にな く , フ ラ ンキ

ー等の 「義人同盟」 との接触, 読書と思索, そして論争の文章 (既出) と多忙であり, 家

庭や家計のこ とには投げや りであった。 そして1845年 1月, 国外追放の処分をうけてブ リュ

ッセルへ行 く と きには, 一文な しになっ ていた。 。。

そしてブ リュ ッセルでの経済的困難。 友人たちから金を貰った り借 りた り, 母 とかフ ィ リ

ップス一家 も狙われた。 これは乞食の一種であるが, 金策のために時間とエネルギーを浪費

しながらも , 「パンのための労働」 をや る気はなかっ た。 やがて二月革命の余波によって 『新

ライン新聞 』 が発行できるこ とになった。 これによってマルダスの 「天職」 と 「パン」 とが

両立しそう になった。 しか し この 「雪どけ」 はみ じか く , ふたたび 「冬の時代」 がきてロン

ドンへ亡命するこ とになる。

ロン ドンでの耐乏生活は周知のこ とである。 ゲルツェ ン (ヘルツェ ン) のようなロシアの

大貴族ならばいざ知 らず , 亡命生活は苦 しいにきまっている。 しか しマルクス以外の亡命者

はパンのための労働をいとわなかったが, マルクスは妻子をかかえながら, こ う いう労働を

する気はな く, むしろ軽蔑していた。 家族にたいするマルクスの無責任, これが窮乏の根本

原因である。 ところでほかの亡命者はどういうふうにしてパンにあ りついたかを眺めてみよ

っ 。

マルクスからヴァ イデマイアーヘの手紙 (1859年 2月 1日) 。 「私は私の目標を, 何かどう

あろ う と も追い求めねばならない。 そして私を金作 り機械 (money-making machine) に変

えるよ うな こ と を, ブルジョ ア社会にたいして許すわけには行かない……ループスは家庭教
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師をやって, まあ我慢できる暮 しをしている。 フ ライ リヒ ラー トはロン ドンでスイスの銀行

の支店長。(rnanager ) を している。 ドロ ンヶはグラスゴーで取次店の代理人をやっている。

イマントは……で教授をしている公このほかキュンソヽリがマルクスの手紙から拾いだしたと
ころでは, 学校教師, ドイ ツ文学の女性大学教授 (ルーゲ夫人) , 工場の指導員(common

instruktor ) といろいろある。エングルスもマンチェ スターで会社員になって, 20年近 く も

勤続 した。 -。

こ うい う 「パンのための労働」 をマルクスだってやればやれたはずである。だがやらない。

貧民窟の住居, 栄養不良による幼児の死。 死産。 棺桶 を買 う金がない。 質屋通い。 しかし

就職の努力は鉄道の件だけである。 キュ ンツ リの批評をきこ う。 「自分の子供たちが死んで,

ひどいショ ッ クを うけている ときです ら, 彼には自分の無能力が……こ ういう死にたいして

責任かおるかも知れないという考えは浮かばなかったように見える」。 そ して, 借金のため

ロン ドンのあちこち, それどころか海をこえて欧洲大陸まで行 く時間とエネルギーを考えるなら,

あっさり語学の家庭教師とかパート ・タイム労働でもやったほうが気がきいているj昌しユー

ヨーク ・ヘラルド・ト リビューン』等の出版物に寄稿するばあいは 「天職」 からパン代が, でて

く るこ とになるが, その稿料にエングルスからの送金を足しても, どうせ家族の生活費には

不足であろ う。 しかも彼は金の使いかたがデタラ メ である。 『資本論』 とか第 1イ ン ターの

運営 とかいう本格的な天職だって, 乞食をするよ りは, むしろ 「パンのための労働」 をや り

ながら実行すべきではないのか。 「エ ングルス自身がマンチェ スター時代の20年間で実証 し

たように, 日中まるまる事務所にすわって, そのかたわら大量の通信事務を処理し, 多数の

本と新聞を読み, たえまな く論説をかき, 本も何冊か完成する, こ ういう こ とがス。ムースに
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つて晩まで眠 り, ひ どが自由に出た りはいった り して も, おかまいな しです……マルクスの

住居にはいる と, 石炭と煙草 との煙で目をやられて, はじめはまるで地獄のなかで手探 り し

ている心地ですが, そのう ちに煙に目が馴れて く る と, 霧のかかったよ うな人と物が見えて

きます」グ 一 。
経済的にも生活的にも無責任な投げや りな態度, そのしわよせはイェニーにきた。 イェニ

ーは頭がおかし く なった。 キュ ンツ リの診断による と強度のヒステ リー と ノイローゼである。

これはよ く な った り悪 く な った り した。 しか し 3 人の娘たちは, 母の死後も母のこ と を語 り

だからな くなる。 キュンツ リの集めたデータから引用しよう。 (,なおキュ ンツ リによる と束

褐でルイーゼ ・ ドルネマ ン とい う人のイェニー ・マルクスの伝記がでているそ うである。 こ

の本はイェニー と夫との牧歌的で感動的な物語 りであるが, 一面的で歪曲されたイェニーの

姿が示されている。 マルクス崇拝の気持には, おあつらえむきだろ うが, だからこそ非神話

化か必要なのだ)夕1850年夏, マルクスからヴァイデマイアーヘの手紙。「私の妻の興奮した
手紙を悪くとらないでほしい。彼女は気が落ちついた」夕同じく1年後, 「こんな状態が長く
続けば, 妻は潰れてしまう。 ……だがわかってもらいたいこ とは, 私の妻は病身で, 朝から

晩まで不愉快な日常的困窮に追いまくられ, その神経組織は衰弱し切っていて……里その後エ
ングルスへの手紙で, つ ぎつ ぎと病状の悪化が伝え られる。 1854年, 「私の妻の容態が危険
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連続などし ょ っ ちゅ うですが, そのあとでは, また もや正午に服を着たまま寝椅子に横にな

無責任な投げや りの態度は, 経済面だけでな く 日常生活にもあらわれていた。 プロイセン

から派遣された密偵がベルリンの警視総官ぺあてた報告をみよう。 「ほん と うのジプ シー生

活です。 洗った り櫛を使った り下着をかえた りは, めったにや りません。 酔っぱら うのが大

好きです……きまった睡眠の時間, きまった起きている時間など彼にはありません。 徹夜の
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マルクスはもっと無責任なことをした。 だがこれは無責任, 自分勝手といった物差しではかれる

ものではなく , 人間の宿業, 原罪という言葉が暗示するような, 近親相姦めいた重くて暗い事件と

いうべきか。 マルクスとヘレーネ ・デームー ト との間に私生児がいたのだ。 ヘレーネはマルクスの

家政婦である。 ト リール近郊の農家に生まれ, はじめイェニーの母の小間使いとしてつかえ, パ

リでイェニーがはじめて出産するさいに, イ ェ ニーお嬢さ まのための, おつ きの女中と して

派遣されて, その後ずっ とマルクスの家族の一員と して暮 してきた。 家事 も子供の世話も一

手に引きう け , イ ェ ニー以上 に母であ り主婦であった。 リープ クネヒ ト, カウツキー等も

彼女について, あたたかい思い出をしる している。

1898年 り 日2 日, カール ・ カウツキーの前夫人ルイーゼ ・ フ ラ イベルガー ・ カウツキーが

アウグス ト ・ベーベルにあてた手紙。 その中から私生児フ レデ リ ッ ク ・デームー トに関係の

ある部分だけ をブ ルー メ ン ベルクが抜きだ した もの。

「愛するアウグス ト よ……フ レ ッデイ ・デームー トがマルクスの息子であるこ と を私は将

軍 (エングルス) から聞いて知っています。 タ ッ シー (エ リナー ・マルクス) 力゙あんまり強

引にせがんだので, 私か直接, あの老人に問いただす こ とになっ たのです。 将軍はタ ッ シー

が, じぶんの信念にそれほどまでにしがみついている と聞いて, とて も呆れていました。 そ

れで彼は, エ ングルスが自分の息子を否認している とい う陰口にたいして, 必要のさいには

対決する権利を, すでにそのこ ろ私にあたえま した。 私 か こ の件 を将軍が死 ぬ よ り も,

だいぶん前に, あなたにお知らせ したのを覚えているで し ょ う。

さ ら に 将 軍は死 の数 日前 に, フ レデ リッ ク ・デームー トがカール ・マルクス とヘ レー

ネ ・デームー ト との息子であるこ とを, ムーア氏にはっ き り断言したのです。 それでムーア

氏はオーピン トンのタ ッ シーの家に行って, そのこ とを彼女に伝えました。 タ ッ シーは, 将

軍 は嘘 をつ いている, あの子の父親は自分だ と彼自身がいつ も言っていた, と言い張 りま

した。 ムーア氏はオー ピン トンから帰 っ て, も う い ち ど将軍につ っ こ ん だ質問を しま し

た。 し か し 将 軍 は , フ レ ッ デ イはマルクスの息子だ, とい う前言を く りかえすだけで し

た。 そしてムーア氏に, タ ッ シーはお父さんを偶像にしたいのさ (Tussy wants to make

an idol of her father ) , と 言 い ま し た 。

日曜日, つ まり死の前 日に将軍 はタ ッシー 自身のために, そのこ とを石盤に (喉頭が
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なので………」夕1855年, 「妻は何週間も前から, いままでに例がないほど, 精神的な興奮で病
んでいるので…」夕1856年も57年も同様の手紙jり57年に死産。1958年, 「妻は死産で精神錯
乱を起している」夕そして毎年2, 3度はこういう状況がエングルスへ報告されることにな
る。 1862年 6 月18日, 「妻 は毎 日, 死 んだ子供 た ち と い っ し ょ に墓 の中に横 た わ り た い と 言

う」。 その 1年後, 「妻は 2週間前からベ ッ ドに寝たき りで, ほとんど完全につんぼになって

い る」 。 1868年 11月30日, 「妻 は数年前か ら…… 自制心 ( temper ) が な く な っ て , そ の苦悩 と

怒 りっぽさ と不機嫌 とで子供たちを死ぬほど苦 しめる」。

身からでたさびとは言え, マルクスも被害を うける。 1854年 3月9 日, 「家の中は ト ラ ブ

ルがいっぱいで, 新聞もまと もに読めない」。 1863年 1月8 日, 「自由に私の気持を話せるよ

うな人間はロン ドン じゅ うに 1人もいない。 しかも私自身の家の中でも私は沈黙のス トア哲

学者の役を演じている。 もういっぽうの側 ( イェニー) からの爆発にたいしてバランスを保

つ ため だ 」。 1870年 , エ ン グ ル ス が 「出資社 員 」 と な っ て , 月給 取 り の足 を あ ら い√ ロ ン ド

ンへ来たのでマルクス との文通は終る。 エ ングルスからの 「年金」 でマルクスの生活は安定

し, イ ェ ニーの病気 もい く らか良 く なったよ うである。



ンのため声がでなかった) 書いてや りました。 する とタ ッ シーはひどいショ ッ クを うけて外

へ出てきて, 私にたいする憎しみもすっかり忘れて, 私の首にだきついて, ひど く 泣きまし

た。

将軍 は私 た ち , つ ま りムーア 氏とルー トヴィ ヒ と私に, 彼のフ レ ッデ イにたいする態度

がけち く さいといって彼を非難するものがあった場合にだけ, この打ちあけ話を使用する権

利をあたえました。 彼は, 自分の名を汚された く ない, それにいまとなっては隠した ところ

で誰の得にもならないし, と言いました。 彼がマルクスの身代りなったおかけで, マルクス

は重大な家庭のいさかいから助かったのです。 私たち夫婦とムーア氏とマルクスの子供たち

ラウラはこの事件を, たぶん直接には知 らなかったにせよ, 感づいていた と思い
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以外に

のとこ ろへ里子に出されました。 そ して彼人

ます レスナー とプ フェ ンダーが, マルクスの息子がいるこ と を知っていました。 レスナ

- はフ レ ッデ ィ の手紙が発表されたあ とで も私に話 し ま した。 『フ レ ッデ ィ はたぶんタ ッシー

の兄だ。 私たちは, このこ とをちゃん と知っていたのだが, そめ坊やがどこで育て られてい

るのか分らず じまいだった』 と。

フレ ッディ はマルクス とこっけいな ぐらい似ています。 ふさふさ した青黒色の髪の, はっき

リュ ダヤ人とわかる あの顔 を みで, 将 軍 と 似 た とこ ろ を嗅 ぎだすには, よほどの盲 目的

な先入観が入用で し ょ う。 私は, そのころマルクスがマンチェス タ ー の将 軍 に送 っ た手 紙

を見 た こ と が あ ります。 将 軍 はそのころロン ドンに住んでいなかったのです。 この手紙

も, ほかの多くの 往復書 簡も将軍 が処分した と思います。

以上がこの事件について私の知っているこ とのすべてです。 フ レ ッディ は自分の父が誰で

あ るか を, その母 親から も将軍からも聞かされていません。 私はフ レッディ と, 私かは

じめてロン ドンに来たころから, 知 りあいになっていました。 年よ りのニム (ヘレーネ ・デ

ームー ト) が彼を私に, 彼女のお気にいりの人 (Liebhaber ) だといって紹介しました。 そ

して彼も規則的に毎週, 彼女を訪ねて きました。 しかし奇妙にも彼はけっ して玄関を通らな

いで, いつ も台所を通ってはいりました。 私か 将軍の家に住 む ように なって も, 彼は訪

問を続けていたので, 私は彼が訪問者と してのあらゆる権利をもつように配慮しました。

あなたがこの問題にかんしてお書きになったお手紙を, もういちど読み返しました。 マルク

スは離婚のこ とを, いつ も思っていました。 彼の妻は非常に嫉妬ぶかかったからです。 彼は

あの坊やを愛し七はいませんでした。 あの子のため何ひとつしてやる勇気はありませんでした。 そ

んなこ とで も した ら大へんなスキャンダルになっ たで し ょ う。 あの子はルイス夫人とかい う

その人はそう署名していたと思います

も里親の姓を名乗っていました。 ニムが死んでから彼はデームー ト (Demuth) という名前を

怯いました。マルクス夫人が一度ロン ドンの夫から家出してドイツへ行ったこと√そしてマ

ルクス と妻 とは長い年月いっ し ょに眠 らなか ったこ と, これをタ ッ シーは非常によ く知って

いました。 しか し このこ との本当の理由を考えるこ とは, 彼女に とってできない相談でした。

彼女は父を神化 し, すばら しい伝説を心にえがいていたのです……

レ フあ な た の ル イ ー ゼ 」 。

ルイーゼはカウツ キー夫人であったこ ろから, エ ングルス と もヘ レーネ ・デームー ト と も

親 しかった。 1888年, 彼女はカウツキー と離婚 した。 マルクスが死んでからヘ レーネ ・デー

ムー トは, ずっ とエ ングルスの世話を していたが1890年に死んだ。 エングルスは快活なヴィ

ーン女のルイーゼが大好きだったので, 彼女に頼んで自分の家に住んでもらい, 秘書と家政

婦の役をやって も ら っ た。 1894年, 彼女は, ロ ン ドンで働いていた医者のフ ラ イベルガー と

結婚した。 2人と もオース ト リーの社会民主党幹部のヴィ ク斗ル ・アー ドラーの友人だった。
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ユダヤ嫌い, これもマルクスの顕著な性癖である。 25才のマルクスのルーゲヘの手紙。 こ

れが現在のこ っているかぎりでのマルクスのユダヤ嫌いの最初の明瞭なデー タである。「イス

ラエルの信仰は, 私にとってじつに不愉|央なのだが……」タエングルスへの手紙でも, 「ユダ
ヤ人のエジプ ト脱出とは 『かさぶただらけの国民』 をエ ジプ トから追放 した物語 り……Cこに

かな らない。 ……こ う してラザロ, すなわちかさぶただ らけの男がユダヤ大の原型なのであ

る」夕晩年ラムズギット海水浴場からエングルスへ, 「ここまで来てみても, ハエとユダヤ大
がうようよ」夕 万
『狽仏年誌』 にのせた 2つの論文, 『ユダヤ大問題に よせて』 と 『ヘーゲル法哲学の批判』

とによってマルクスは共産主義へ移行したのであるが, キュ ンツ リによれば, この 『ユダヤ

大問題によせて』 は, はなはだ粗雑な論文である。 この論文はマルクスがブルー ノ ・バウア

ーの同一テーマの論文と対決しながら, 彼自身の新 しい世界観の正 しさ を証明してみせる

とと もに, 彼自身がもはやユダヤ文化と関係ないこ とを誇示したものである。 「貨幣はイ ス

ラエルのねたみ深い神であって, その前ではいかなる神 も存続するこ と を許されない」 。 こ

の思弁的な小細工を補強するために彼はユダヤ大を 2つに分ける。 「現実の世俗のユダヤ人

を考察しよう , バウアーのやったよ うに祭日のユダヤ大ではな く , 日常のユダヤ大を」 。 要

点は祭日のユダヤ大を日常のユダヤ大を通して理解するこ とにあった。 「ユダヤ大の秘密を

その宗教の中に求めないで, この宗教の秘密を現実のユダヤ大の中に求めよ う」。 こ の方法

がユダヤ教な らびに現実のユダヤ大問題を考察するのに有効であるかどうかは別問題にして,

マルクスに案内して もら う こ とにしよ う。 この方法でマルクスは何を見たか。 「ユ ダヤ教の

世俗的根底は何であるか。 実用的な慾求, つま り 自分の利益ふユダヤ大の世俗の礼拝は何で

あるか。 高利貸。 ユダヤ大の世俗の神は何であるか。 貨幣」。 こ ういう 日常のユダヤ人から

推論されるユダヤ教 とはどう いう ものか。 「ユダヤの宗教の根底にあった ものは何か。 実用

的な慾求, つ ま り利己主義。 それ故にユダヤ人の一神教は, 現実には, 多く の慾求の多神教

である……」。 こ ういう とげとげしいユダヤ嫌いの言葉使いをしないで, キュ ン ツ リは普通

の言葉で, この論文の思想的核心をまとめてみせる。 「ブルジ ョ ア社会という この現実世界

は, 自利の, 利己主義の, 貨幣神化の, 高利貸の世界であ り, このこ とによって利己的な個

人が種から疎外されている世界である」。 これは資本主義社会の構造のスケッチ として, 当時と

しては革命的な意義をもっていた。 だが, これで 「ユダヤ大問題」 を論じたことになるだろうか。
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アー ドラーからも頼まれて, 主治医と して秘書と して夫婦でエングルスの世話をした。 晩年

のエ ングルス と。 もっ と も親 しかったこ とになる。

ブルーメ ンベルクによる と, 1900年ごろの社会主義運動の指導たちにとって, 私生児の件

は公然の秘密であった。 だが彼らは, その政治的な影響を心配 して, これをひたか く しにか

く した。

イ ェ ニーのヒステ リー も貧窮だけが原因ではなかった。 かつキュ ンツ リのいう ご と く , プ

ロレ タ リアー トを, 人類を, 疎外から解放 しよ う と苦闘したマルクスが, じぶんの足もとで,

しぶんの息子を疎外したこ とになる。 なんという喜劇的悲劇, なんという悲劇的喜劇。

フ レッデイにかんしては, そのご調査が進められた。 彼は1851年 6 月23日に生まれた ( こ

のと きイェニーが37才, マルクスが33才, デ̀一ムー トが28才) 。小銃を製造する工場の労働者

と して一生を送った。 じぶんの父と も知 らずにマルクスやエ ングルスを読み, 労働組合の運

動な ども した。 1929年 1月28日に死んだ。 一時結婚 していたこ と もあるが子供はな く , 貰い

子を育てた。 その子が90才でまだ生きている…尨励
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これで 「現実のユダヤ人」 を考察したこ とになるだろ うか。 ユダヤ人と高利貸とを同一視す

ることは当時の偏見を安易にうけいれているだけではないのか。 ユダヤ教関係の文献も利用し

ないし, 「現実のユダヤ人」 を自分の肉眼と足とで観察するこ と もしないし, その資料にあ

たって もいない。 『資本論』 のデー タのためには, あんなに大英博物館 をあさ り歩いた彼が,

この論文は頭だけの思弁で書き流している。 たとえばこ ういうデータはどうだ, とキュ ンツ

リは引用す石。

「マルクスの 『ユダヤ人問題によせて 』 とい う論文が発表された1844年には, バイエルン

では約 1万人の就業ユダヤ人住民のうち半数よ りもずっ と多くが手仕事か農耕に従事してい

た。 同年ブレスラウとオッペルンでは約5000人の就業ユダヤ人住民のう ち1150人が給仕か女

給仕, 669人が機械工員, 職人または工芸職人, 625人が下男か下女, 344人が馬商人, 270人

が医者と教師, 152人が農民, 81人が日雇いであった。 これ以外に233人が乞食をしてあるき

したがって約1000人, つ ま り5000人484人が病院か救貧院に収容されていた。 残りの者

の20パーセントー が商業で暮していた夕こういう商人たちが, すべて高利貸をしていたと
しても, こ ういう 『高利貸しユダヤ人』 は当時のユダヤ人の 5分の 1にしかすぎない。 ……

1808年……ノヽelJで2534人のユダヤ人の う ち高利貸を していたのは 4 人である」タ マ ル ク ス は

ユダヤ人が差別されて, 種々の職業から閉めだされているのを知 らないのか。 マルクスの父

が, ユダヤ教を棄てなければ, 弁護士がやれな く なって飯が食えな く なる危険にさ らされた

ことを知らないのか。彼の親戚や祖先の脊息学者たちは高利貸であったのか, とキュンツリ
は詰問する。 キュ ンツ リによれば, マル クスによるユダヤ教の性格づけは, フ ォイエルバッ

ハの 『キリス ト教の本質』 から, 言葉使いも, ほとんどそっ く り引き写されたものである。

ユダヤ嫌いは当時と しては, あ りふれた現象であるが, マルクスのユダヤ嫌いの言葉には, な

にやら コンプレ ッ クス じみた もの, 自己憎悪のひびきがある。 『フ ォイエルバッハにか んす

るテーゼ』 で も, フ ォルエルバッハの実践概念を批判するさいに, 「不潔でユダヤ的な」 と

いう言葉を使っているが, こ ういうユダヤ嫌いは 『資本論』 にまで忍びこんでいる。「ついで

に述べてお くが, 商品語も, ヘブライ語のほかになお多数の, 多かれ少なかれ正確な方言を

もっている」ごまた同書の他の箇所でも, 「資本家は知っているが, すべての商品は, いかに
見すぼらし く見えよう とも, またいかに悪臭を発しよう と も, 信仰および真相において貨幣

マルクスにとってユダヤ主義は資本主義とか利己主義の別名であり, ユダヤ人は高利貸し,

我利我利亡者の別名である。 マルクスに とって 「ユダヤ的な」 という形容詞は, 「女々しい」,

「意気地ない」, または 「強慾な」 とい う意味であった。 いっぽ うエ トムン ト ・ ジルベルナ

ーの研嶮こよると, マルクスにとって, 1848年以来, ユダヤ人はたいてい反動的な金融資本
家閥と してえがかれる。 マルクスは 『新 ライン新聞』 で も同じ態度を と っ ているが, 彼が

1855年から翌年にかけて, 『ニュー ヨー ク ・ヘラル ド ・ ト リビューン』 と 『新オーダー新聞』

に匿名でかいたい くつかの論説で, 彼はユダヤの金融資本家の権力を語り, 反動的な皇帝た

ち , ア レキサンダー もフ ラ ンツ ・ ヨゼフ もルイ ・ナポレオン もユダヤ資本のあやつ り人形に

す ぎない という見解を展開している。

マルクスがユダヤ嫌いであったから, イ ェニーも娘たちも反ユダヤ主義にかたむいた。 末娘の

エ リナーだけが, 労働運動に献身しだ してから突然にユダヤ人プロレタ リア と しての自覚を

もつようになった。 彼女はイース ト ・エ ン ドの社会主義者の集会で 「私はユダヤ女です」 と

演説する。 彼女はプロレ タ リア解放運動の一環 と して, 差別され抑圧されているユダヤ人プ

川
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ロレタリアの解放のために献身するご)
しかしエ リナーのこのよ うな政治活動はマルクスの死後のこ とであった。 マルクスのユダ

ヤ嫌いは終生消えなかった。 マルクスは父の写真を見せたがらなかった。 父が典型的なユダ

ヤ人の人相 を していたから と思われる。 マル クス も, 警察の手配書によっても, ハイン ドマ

ンの思い出によって も, みるからにユダヤ人ら しい顔をしていた。 ユダヤ人であるこ とを卒

業したつも りの彼にとって, 彼自身の顔はコンプレッ クスの種になったであろ う。 彼の人間

憎悪 と自己憎悪とは, たがいに原因とな り結果 となって増幅され, 彼のユダヤ人憎悪を強め

たであろう 。 たとえば彼は1876年にロン ドンで発足した, ユダヤ人労働者の社会革命協会に

たいして無関心な態度をよそおった。社会主義運動にかんしては, できるかぎり情報を集めてい

たマルクス は。 この運動のこ と を当然知っていた。 しか し彼に とってはユダヤ人と して運動

にくわわることは耐えがたい不快であったと思われる夕
エングルスはマルクスが生 きていた間は, マルクス と同調 して, 穏健ながら も反ユダヤ主

義者であっ た。 しかしマルクスの死後, 彼ははっ きり と反ユダヤ主義に反対する。彼は語る。

「反ユダヤ主義は, あ りのままの情勢のすべてを偽造するこ とになる。 反ユダヤ主義は, ユ

ダヤ人をののしるが, ユダヤ人のこ とを決 して知 らない。 も し もそ うでないならば分るはず

だ, この英国で もア メ リカで も…… トノレコで も幾千, 幾万のユダヤ人プロレタ リアが生きて

いるこ とを, しかもこ ういうユダヤ人労働者こそ, もっ と もひど く搾取され, いちばん悲惨

であることをJj玲
マルクスの同志で もあ りラ イヴァルで もあったフ ェ ルデ ィ ナン ト ・ ラ ッサールもユダヤ嫌

いのユダヤ人であった。 彼は言う, 「ユダヤ人と文士, この2つは大嫌いだ。 しかし私は不

幸にも, この両方である言oとのラッサールとマルクスとが, たがいに相手を「ユダヤ人め」
とののしるのだ。 それぞれの心に, ユダヤ人であるがゆえの苦い思いかつ もっている。 マル

クスのユダヤ嫌いの根深さをみると, マルクスはアウシュヴィ ッ ツに大賛成ではないか, とか

ん く丿 た く もなる。 こ ういう 「心の地獄」 の熱さゆえに, パラダイスすなわち共産主義社会

への飢渇はなみはずれて強烈であっただろ う。

こ うぃ うマルクスが, 1回だけ, ユダヤ人にたいして, ユダヤ人と しての自分にたいして

肯定的な言明をした。 彼は伯父のリオン ・ フ ィ リ ップスへ書 く。 「私たちの同族 ( Stamm-

genosse) のベンジャ ミン ・ ジズレ リー (当時の大英帝国首相) は……」。 この伯父の家で

は, 彼は自分のユダヤ性をすこ し も気にする必要がなかった。 この家にいる ときはマルクス

のひね くれ根性も眠 りこんだのかも しれない。 キュ ンツ リの言 う よ うに, マルクスは, この

資本家の家庭を美化しすぎたかも しれない。 だがとにか く , この家庭では, 彼の渇望の対象

が, すなわち無階級社会が, 部分的にせよ実現されていた。 す く な く と もマルクスにと って

は, そう思えた。 彼の手紙。 「私は人生において, これ以上の家庭 と知 りあいになづたこ と

は, 一度もあ りません。 あなたの子供たちは, みな自立的な性格で, それぞれに褐自性があ

ります。 それぞれが特別な精神的な才能をもち, しかも人間的な教養の点では, みな同じよ

うに卓越しています」。(1ごれはキュンツリの言ナように, すなおで感動的な文章であり, ゴ
マス リ とは無縁である。

こ ういうマルクスの性格形成に大き く影響したと思われる社会的背景, 家庭状況, 事件を

拾いあげてみょうごO2)
ラ ビ

マルクスの父系も母系も律法学者の家系であった。 と く に父系は ト リールのラビの職を,

事実上, 世襲 していた。 父の長兄は ト リールに住み, ザール地方全体の上級ラビであった。
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ライ ン州は1808年から1815年までフ ラ ンス領であったが, それ以後プロイセン領となった。

これによってユダヤ人にたいする差別 と迫害は強められる雲行きであった。

父は以前からユダヤの信仰から離れていたが, 1816年 (か翌年) のころルター派の新教徒

になった。 子供たちは1824年 8月に新教徒になったが ( このときマルクスは6才) , 母だけ

はユダヤ教をまも り, 1825年秋に改宗 した。 ( この期間にマルクスは母の異質性に気づき, 違

和感をもったと思われる) 。 カ ト リ ッ クの町で, 人口1万 5千の ト リールで上級ラ ビの弟が

新教徒になったこ とは注目を集めた。 かつ母の改宗は, 夫の社会的職業的障害とならぬため

と子供の入学のための 「偽装転向」 であったら しい。

マルクスは次男であったが, 兄が幼 く して死んだので, 長男の扱いを うけた。 ユダヤ社会

は家父長制が強 く , 将来の家父長となるべき長男は特別扱いをうけた。 (ユダヤ教のセ ク ト

の中には, 長男は家族のものでな く神のものである という理由で, 金を仏って長男を教会か

ら買いもどす制度もある)。 さ らに 2人の弟が凡庸であり, マルクスはとびぬけて利溌で あ

ったこ と も加わって, 彼は両親から期待され, 溺愛された。 ( こ う して彼の 「過保護児童」

の性格ができる。 つまり, わがまま, 怒 りっぽさ, す ぐに反抗的態度をとるこ と等) 。

入学すると, 旧教徒のブ ドウ作り農民たちの息子が生徒の大多数をしめており, 例外的な新教徒

で, かな り生活水準の高い知識階級の子と して, 仲間はずれにされがちで, 孤立と疎外感を

昧わったであろ う。 これはユダヤ人であるこ とによって倍加されたであろ うが, ユダヤ人の

ゆえに, いじめられて喧嘩するこ と も多く , 闘争心, 攻撃的性格が身についたであろ う。 か

つ学校ではずばぬけた秀才で (普通の子どもよ りも 2, 3年早 く高校卒業試験に17才で合格),

この点で も, 気楽な友だちができに く く , これによる孤立感と, その裏返し と しての選良意

識が強められたであろ う。 しかも彼は, ほんらいな らば, 当然ラ ビになって 「選ばれた民」

を 「神の声」 にしたがって導 くべき長男であった。 ユダヤ教から離れても, 交際範囲内の小

社会と家庭 とは, いぜんと してユダヤ人であって, ユダヤ教的な思考習慣は残る。 ラ ビの

「使命感, 責任感」 は, ユダヤの神が消えると, そのかわりに 「人類の福祉」 という神聖な

目標へと向けられて, この方向での 「選良意識」 が身につ く 。 しかもこれは学校での成績抜

群 という通俗的な, だが生徒にとっては重大な裏づけによってさ さえられていた。

ユダヤ教は世俗のユダヤ人にたいして も, パンのための労働から時間をさいて, ユダヤ経

典 を学習するこ とを求め, この学習の習慣は, かな り一般的であるという。 神のおきてを知

る努力を生活の軸とするこ と, しかもラ ビはプロjと して, それに専従する。 こ の価値感をも

ちつづけたが故に, マルクスは, その 「過保護児童」 的わがままもあるが, 「人類の福祉」

に専念するこ とで, 「パンのための労働」 を軽蔑し, サボるこ とがで きたのであろ う 。

母はオラ ンダのラ ビの娘であるが, 1813年頃, ト リールへ来て結婚生活をはしめた。 子供

たちが改宗 して, 「よ り良い」 社会の仲間入りをした と き, 母は 1人離れて, お どお ど と見

守 っていた。 母だけが, 「低級な」 社会に残ったこ と, これは少年マルク スの心に焼 きつけ

られたであろ う。 母は表向き改宗したあと もユダヤ教徒でありつづけた。 しかも当時のユダ

ヤ人社会は男尊女卑で, 女には低い教育しかあたえなかった。 父は教養面からも ト リールの

上層の人びと と交るこ とができたが, 同じ家庭に暮しながら, 母は身辺のこ と と神のこ と し

か眼中にな く , ドイツ語もたどたどしかった。 少年マルクスは母にたいして愛と軽蔑 という

2つのアンビバレン トな感情をもたざるをえなかった。 この 「ネガテ ィ ブな母親結合」 は感

情の成長の障害になる。 マルクスの感情の幼児性, その自己中心主義, 怒 りっぽさ, 冷たさ

も こ こに原因がある。 彼は母 と感情 と を同一視 して軽蔑し, 知性だけを尊重するようになる。

愛情等にたいして冷笑的な態度をとる。 肥大した知性と未熟な感情, このアンバラ ンスが彼
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を性格づける。 さ らに父の死後, 母 との争いが起った。 母は彼がラ ビになるのならどんな犠

牲も惜しまなかったかも知れない。 しかし息子は不可解な夢想に酔って, なかなか卒業せず

定職につこ う と も しない。 彼女は異国で, 何人かの未婚の娘をかかえ, なんとか暮して行かね

ばならぬ。 マルクスからみる と, 母は彼の 「崇高な」 努力にたいして盲目であ り, 慾張 りの

エ ゴイス トで あっ た。 こ う して彼は母 とユダヤ人とエ ゴイス ト と を同一視するこ とにな り,

ユダヤ人にたいする憎悪と軽蔑が彼の条件反射となる。

マルクスは父を心から尊敬 し愛していた。 父はリベ ラルで合理的で寛大で教養があ り, 社

会から も重 く みられていた。 マルクスの知性尊重は父親崇拝によって強められた。 しかしこ

の父親の弱さが見えてきて, 彼はひどいシ ョ ッ ク を うける。 それは1830年。 七月革命の報道

にラ イ ンラ ン ド もわきたっ た。 ト リールの町で も, し き りに集会が開かれた。 父 もこの運動

に積極的に参加 していた。 しかし風向きが変った。 プロイセン政府の圧迫が始まったのであ

る。 父は, すばや く脱落した。 弁護士の職業上, 政府の出先機関と も接触があ り私的なサジ

ェ ス ト も受けたのであろ う。 マルクスが敬愛 していた教師が, 運動に熱心だったのが理由で

クビにな り, 政府に迎合的だった教師がその代 りをつ とめた。 マルクスが高校をでて大学へ

出発する と き, 父はその迎合的な教師のとこ ろに挨拶に行 く よ う に命 じた。 しか し彼はけっ

して行かなかった。 この事件で彼は, 全面的に尊敬していた父の中に, その弱さ, その卑劣

なオポチュニ ズム, そして愚劣さ をも確認した。 父は進歩と平等を唱えながら, プロイセン

愛国者でもあった。 これもマルクスの心の傷となった。 彼は意識面では, いぜんと七て父を

尊敬 し愛するが, 無意識では父を軽蔑レ噌悪するよ うになる。 そ してイェニーの父の中に,

よ り強 く よ り立派な 「代用父親」 を見いだして, 全面的に傾倒するこ とになる。

(31. 0kt. 1972)
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